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西南日本内帯の後期中生代岩脈群の
　　　　　　　地質学的・岩石学的研究＊

横 山 俊 治

Geological　and　Petrological　Studies　of　Late　Mesozoic　Dyke

Swarms　in　the　Inner　Zone　of　Southwest　Japan

By

Shunj　i　YoKoYAMA

ABsTRAcT：Late　Mesozoic　igneous　activity　in　the　inner　zone　of　Southwest　Japan　occurs　in　three

modes，　eruption　of　volcanic　rocks，　emplacement　of　plutonic　rocks　and　intrusion　of　dykes　as

swarms，　This　paper　presents　the　results　of　detail　studies　of　geology　and　petrology　of　dykes　in

Shodoshima　and　the　regional　correlation　of　dykes　in　Southwest　Japan．

　　　Dykes　can　be　divided　into　five　distiguishable　generations　with　reference　to　intrusive　age．

These　five　dyke　generations　correspond　to　five　cycles　of　rhythmic　magmatism　from　basic　to

acid．

　　　The　dyke・activity　of　five　generations，　especially，　are　closely　related　to　Late　Cretaceous

plutonic　activity　in　space　and　time．　Dykes　of　the　earlier　three　generations　intruded　in　the　closing

stage　of　plutonic　activity　in　the　Ryoke　and　Sanyo　belts，　namely　showing　synplutonism．　Though

dykes　of　the　later　two　generations　took　place　after　the　plutonic　activity　ceased，　dykes　belonging

to　these　generations　are　also　placed　in　the　Ryoke　and　Sanyo　belts．

　　　The　detail　studies　of　time　relationships　between　intrusion　of　dykes　and　cooling　history　of

plutonic　rocks　have　been　performed　in　Shodoshima．　Dykes　of　the　first　and　second　generations

occur　in　the　Tanoura　Gabbroic　Complex　and　the　Yoshino　Granodiorite　belonging　to　the・
synkinematic　granites　which　are　charadterized　by　development　of　E・W・trending　gneissosity

（approximately．correlative　to　the　Younger　Ryoke　Granites）．　These　dykes　took　place　before　the

formation　of　gneissosity．　Complete　cooling・consolidation　of　the　Tanoura　Gabbroic　Complex

was　nearly　contemporaneous　with　the　formation　of　gneissosity，　However　plutonic　activity　of

the　Yoshino　Grandiorite　took　place　continuously　until　the　latest　stage　of　dyke・activity　of　the

third　generation，　and　was　nearly　contemporaneous　with　that　of　the　Shodoshima　Adamellite

belonging　to　the　post・kinematic　granites　in　the　Sanyo　belt　which　free　from　any　apparent　sign　of

the　regional　deformation．　Thus　dykes　of　the　third　generation　run　across　the　9neissoSity　of　the

Yoshino　Granodiorite，　and　some　of　them　show　typical　synpulutonism　in　the　Yoshino　Granodior・

ite　and　the　Shodoshima　Adamellite．

゜Doctoral　thesis（Science）presented　to　the　Hiroshima　University　in　1980
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1，前　書

　西南日本内帯の後期中生代～古第三紀火成活動は，火砕岩類を主体とする多鼠の火山岩類

の噴出と深成岩類の巨大岩体の送入によって特徴づけられるといわれてきた。

　近年の研究は，これら両者の密接な存在関係や火山岩類から深成岩類へという活動の規則

性（西南日本内帯後期中生代火成活動研究グループ，1967：IcimKAwA　et　al．1968：村上，1973，

1974；MuRAKAMI，1974），両者の岩石化学的類似性（今岡・村上，1979）などを明らかにして

きた。そして，その背最にたって，火山岩類と深成岩類とを同一マグマの出現形態の違いと

みる説明〔volcano・plutonic　association（UsTIYEv，1965；BRANCII，1967）〕も与えられてき

た（たとえば，村上，1973）。

　西南日本内帯には，また，フェルサイト・石英斑岩・花岡斑岩などの岩石名で記載しうる

岩質の酸性岩脈や，ランプロファイア・ピン岩・輝緑岩・閃緑ピン岩などの岩石名で記載し

うる岩質の中性～塩基性岩脈が発達することが知られている（佐藤，1932；河野・岸田，1940；

平山，1951；村上，1959，1960，1973；山田，1961；村山・大沢，1961；吉田（博），1961；

OosHIMA，1964：YosHIDA，1965：山口県，1968；宮久・平岡；1970；本間，1975；大原，1976；

氏家，1977；1978；UJIKE，1978，1979；横山ら，1976；横山，1979；吉田（勝）ら，1979な

ど）。これらの岩脈類の多くもまた後期中生代～古第三紀に活動したものであることが明らか

にされている。しかしながら，岩脈類の研究は火山岩類や深成岩類の研究と比較して著しく
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遅れている。°このような状況は，西南日本内帯に限ったことではなく，筆者の知る限りでは，

同時期の火成活動がみられる環太平洋の他の地域においても同様であるらしい。この研究の

対象は西南日本内帯に分布するこれらの岩脈類である。　　　，

　佐藤（1932）は，香川県大川郡白鳥の塩基性岩脈について，花闘岩マグマからの塩基性分化

物であろう，と述べている。石英斑岩・花醐斑岩といった酸性岩脈についてもアプラ‘t一ト脈と

同系列で，花陶岩マグマからの直接の分化物であろうとする考えがある。また岩脈類は火山

岩類の活動と一連のもので，火山岩類の上昇通路の一部であるという解釈もなされてきた（西

南日本内帯後期中生代火成活動研究グループ，1967；宮久・平岡，1970）。しかしながら，こ

れらの研究は，岩脈類のもつさまざまな属性についての詳細な解析を背景とするものではな

かった。火山岩類や深成岩類の分布・岩石学的性質が岩脈のそれらとどのように対応するか

を明らかにし，相互の活動の時間的関係を解くことをまず必要とするであろう。しかしなが

ら，これまで，岩脈は小岩体でしか存在しないという理由から地質図に表現されなかったり・

観察された岩脈のうち何本かだけが極端に強調されて地質図に表現されたりするという情況

であった。ここには岩脈活動の実態を正確に把握しようという姿勢はみられない。このよう

な岩脈が注目を集めるようになったのはここ数年のことである。それは，今日の構造地質学

は造構応力場の復元を重要な課題としているのであるが，岩脈がそれの解析手段として有効

であると考えられるようになってきた（中村・宇井，1973，1975：NAKAMuRA，1977）ことに

起因している。筆者もまたこの研究の出発点となった理由のひとつにそれをあげなければな

らない（横山ら，1976）。火成作用の解析の目的という観点からではなかった。

　いずれの観点にたった研究においても‘個々の岩脈は一般にどのような規模（幅及び長さ）

で，どのような形態をもつものであるのか，岩脈はどのような分布様式を示すものであるの

か，それは周囲の地質体とどのような関係をもって存在するのか，といった点がまず明らか

にされなければならないであろう。そこで，筆者は他の研究者の協力を得て，まず，一般に

岩脈はある限られた領域に集中して発達し，平行岩脈群を形成するという分布特性一岩脈

区の形成一と岩脈群の方向の広域的な一様性一貫入の広域的応力場に対する依存性一1

を明らかにした（横山ら，1976）。その後も，岩脈集中領域一岩脈区一の分布とそれのも

つ属性の解析を西南日本内帯のより多くの地域で行なってきた。

　この論文では，岩脈の火成作用の内容，とくにその活動史の解析を主目的とするつもりで

あるが，それは岩脈のもつ属性の総合的な解析結果を背景にしている。

　岩脈の貫入時期の解析は，大多数の岩脈が深成岩類の活動に続いて起こったものであり，

その冷却過程を通してエピソディックに貫入したものであることを明らかにした。岩脈がこ

のような時相のものであるという点について断片的な情報は，花南岩中の変成岩脈の記載と

いう形によって示されてきた（野沢，1957；村上，1959；吉田（博），1961；村山・大沢，1961；

YosHIDA，1965；西浦団研グループ，1974）。記載されてきた変成岩脈の貫入時期については，

花陶岩マグマがほとんど固化し，深部よりアルカリ，珪酸等の付加をうける交代時期（村上，

1959）であるとか，周囲の花南岩類がある程度まだ動きうるような比較的高温の時期（たと

えば，吉田（博），1961）であるとされたが，必ずしも十分な根拠をもって議論されてきたわ

けではなかった。西南日本内帯地域で筆者は約4000本に及ぶ岩脈を観察したが，ここではこ

れらの岩脈の解析を背景にして岩脈活動と深成岩活動の関係を考察する。それによって深成
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岩類の冷却過程の実態にふれることになろう。

　香川県小豆郡小豆島には，深成岩類に貫入する岩脈群がある。壁岩としての深成岩類がな

お流動し得る時期に貫入した岩脈から深成岩類が完全に固結・冷却した後に貫入した岩脈ま

での多時相にわたる岩脈の貫入が識別される。これらの岩脈群の解析結果は，他の地域の岩

脈群の解析の基礎になる情報を提供しているようにみえるので，ここではまず小豆島地域の

岩脈群の記載からはじめたい。その次に小豆島地域の解析結果を基にして，西南日本全体を

通して，そこに分布する岩脈群の対比を行ないたい。

　本論文を草するにあたって，研究全般の御指導と御助言を頂くとともに，本原稿を査読し

て頂いた広島大学理学部地質学鉱物学教室の小島丈児教授に深甚の謝意を表します。広島大

学理学部地質学鉱物学教室の原郁夫助教授には野外調査に参加して頂き，終始御指導をし

て頂いた。また本原稿を読んで頂き，有益な御討論をして頂いた。広晶大学理学部地質学鉱

物学教室の長谷晃教授，柿谷悟教授，吉田博直助教授には種々の御教示を賜った。鈴木盛久

博士，嶋本利彦博士には日頃から有益な御討論をして頂いた。南朝生技官にはEPMA使用に

関して御尽力を賜った。高橋秀夫技官，曲井明登技官には多数の薄片を作成して頂いた。香

川県大川郡白鳥地域の研究については，井上（旧姓大原）鈴美さんから多大の御援助を頂い

た。香川県丸亀市手島の野外調査は徳田満溜と協同で行なった。横山忠正君，谷本勉君，沢

田武美君，瀬尾孝文君，越智秀二君，斉藤充治君，平賀祐三潜，前末伸幸君，有田正志君，

先山徹君には野外調査を応援して頂いた。三井さち子さん，冨永良三君，今岡照筈君，池田

泰宏君，古田茂樹君には本論文作成等に多くの時間をさいて頂いた。また，山中京子職員に

はコピー等でお手伝いして頂いた。以上の諸先生，諸先輩，同僚の方々にここに記して原く

御礼申し上げます。

1．深成岩類の岩石記載

II．小豆島の岩脈群

A．深成岩類

　小豆島の深成岩類は，FIG．1に示されているように，4つの独立した深成岩体に識別され，

深成岩体の定置と東西走向の片麻構造を生じせしめた変形作用との時間的関係から，変形作

用以前に定置していた先片麻構造形成期深成岩体と，変形作用が終了してから定置した後片麻

構造形成期深成岩体とに区分される：

　　先片麻構造形成期深成岩体

　　　田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体

　　　南風台花醐閃緑岩体

　　　吉野花南閃緑岩体

　　後片麻構造形成期深成岩体

　　　小豆島アダメロ岩体

　南風台花醐閃緑岩体・吉野花醐閃緑岩体には，発達の程度に変化があるとしても，片麻構

造がみられること，ところどころに堕青石帯に属する領家変成岩類（沓掛ら，1979）が介在
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FIG．1 Geologica1．　map　of　Shodoshima，　Kagawa　Prefecture．

1：Alluvium，2：Deluvium，3：Miocene　series（mainly　Setouchi　volcanic

rocks），4－6：Shodoshima　Adamellite（4：porphyritic　biotite－adamellite，

5：biotite・adamellite（type　II），6：biotite・adamellite（type　I），　7－9：

Yoshino　Grandiorite　（7：porphyritic　aplitic　biotite・adamellite，8：

biotite・adamellite；9：hornblende・biotite・granodiorite），10：Nanp口dai

Granodirite（biotite・granodiorite），11：Tanoura　Gabbroic　Complex，12：

Ryoke　m¢tamorphic　rocks，13：Non・metamorphic　sedimentary　rocks
correlative　to　the　Tanba　Group，14：Fault．

Fuj：Fuji，　Fu：Fukuda，　G：Gam6，　Ga：Gamano，　Ho：Horikoshi，1：Ikeda，　IK：

Ikimi，　Is：Ishibe，　Iw：Iwaya，　Ka：Kaburasaki，　Ki：Kitadani，　Ma：Mar・

uyama，，Na：Nadayama，　Od：Oodomari，　Ot：Ootsunohana，　Oz：Oze，　Sa：

Sakata，　Sh：Shioyahana，　Tac：Tachibana，　T：Tai，．Ta：Tanoura，　To：

Tokumoto，　Ton：Tonosh6，　U：Ushigaura，　Ya：Yanagi，　Yo：Yoshida，　Yos：

Yoshino．

1
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していることから，領家帯の花陶岩類（lsHIHARA，1971，　MuRAKAMI，1974）に属するものと

考えられる。岡村（1957，1960）は，柳井領家帯の花岡岩類を，領家変成作用と密接で変成

岩類の構造と整合的・調和的な古期花陶岩類と，変成岩類の構造を切って貫入定置した新期

花醐岩類とに区分した。小豆島の上記の花陶岩類は後者に属する。また，広域的構造作用に

関係した片麻構造が発達することから，いわゆる変動期花陶岩類（syn・kinematic　granites）

であるということができる。

　田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体は田ノ浦半島から大角鼻にかけて分布し，吉野花樹閃緑岩体

と密接である。ハンレイ岩からトナール岩の問の組成をもち，岩相からみて，領家帯に特有

の塩基性岩類である（諏訪・濡木，1968，沓掛ら，1979）。

　一方，島の北半部に広く分布する小豆島アダメロ岩体は，i）塊状であること，　ii）しば

しばみられるピンク色のカリ長石は広島花醐岩体，（小島，1964）を特徴づけるものであるこ

と，iii）石英斑岩様～花爾斑岩様岩相が局所的に発達すること，　iv）品洞ペグマタイトがみ

られること，v）非変成「中・古生層」をルーフペンダントとしてもつこと，などから山陽

帯（広島深成帯）の花醐岩類（lslllHARA，1971，　MuRAKAMI，1974）に属するものと考えられ

る。小豆島アダメロ岩体は東西走向の片麻構造を切って貫入し，明瞭な造構作用をうけてい

ないので，いわゆる後変動期花醐岩類（post・kinematic　granites）である。

　このほか，深成岩中には特異な鉱物組合せをもつ閃長岩質岩が産出する。

　ここでは，各深成岩体を構成する岩相の野外および顕微鏡下での特徴を紀載する。なお，

各岩相の鉱物容量比をFIG．2に示した。

　（a）田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体

　田ノ浦半島および内海町坂手の北（苗羽）から大角鼻にかけての地域に分布するほか，そ

の延長として三都半島の一部にも分布する。構成岩相は複輝石一角閃石一ハンレイ岩相・角閃

石一ハンレイ岩相・黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相・黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩

相・角閃石一黒雲母一トナール岩相・黒雲母一トナール岩相・優白質無雲母一アダメロ岩相であ

る。いずれの岩相も分布面積がせまく，1カ所にまとまって露出していないので，地質図で

は一括して示した。

　複輝石一角閃石一ハンレイ岩相　　坂手から大角鼻にかけて分布する。細粒～中粒，優黒質

である。

　構成鉱物は斜長石・角閃石・斜方輝石・単斜輝石を主成分とし，少量のカンラン石・カミ

ングトン角閃石を伴うことがある。副成分としてチタン鉄鉱がある。斜長石は半自形短冊状

（径0．1～0．5㎜）で，累帯構造はきわめて弱く，幅の広い核部はAn　85－90である。斜方輝石・

単斜輝石は自形～半自形柱状結晶を示すものと，他形でポイキリティックに斜長石を包有す

るものとがある。角閃石は細粒で他形～半自形をなすものと，大型でポイキリティックに斜

長石を包有するものとがある。いずれも褐色種である。カンラン石は他形で，斜方輝石・単

斜輝石・角閃石に包有される。最も内側にカンラン石があって，斜方輝石・単斜輝石・角閃

石の順に外側を縁どった結晶がみられる。カミングトン角閃石は褐色角閃石に包有されてい

る。
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FIG．2 Modal　Q（quartz）・P1（plagioclase）・K（potassium　feldspar）diagram　for

plutonic　rocks　in　Shodoshima．

A）Classification　　　　　　　　　　　　　　　　　’

B）The　Tanoura　Gabbroic　Complex
　　　　1：two・pyroxene・hornblende・gabbro，2：hornblende・gabbro，　3：

　　　biotite・hornblende・quartz　diorite，4：biotite・cummingtonite．quartz

　　　diorite，5：hornblende・biotite・tonalite，6：biotite・tonalite，7：1euco。

　　　cratic　biotite・adamellite

C）The　NanpUdai　Granodiorite（1＆2）and　the　Yoshino　Granodiorite
　　　（3－5）

　　　　1：biotite・granodiorite，　2：garnet・bearing　muscovite・biotite・

　　　adamellite，　3：hornblende・biotite・granodiorite，　4：biotite・

　　　adamellite，5：porphyritic　aplitic　biotite・adamellite

D）The　Shodoshima　Adamellite
　　　　1：biotite・adamellite（type　I），2：biotite・adamellite（type　II），3：

　　　porphyritic　biotite・adamellite
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　角閃石一ハンレイ岩相　　田ノ浦半島の堀越の南西海岸から田ノ浦部落にかけての地域と

一部坂手に分布する。岩体の末端部一黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相・黒雲母一カミングトン

角閃石一石英閃緑岩相・優白質黒雲母一アダメロ岩相・吉野花陶閃緑岩体の角閃石一黒雲母一花

陶閃緑岩相と接するところ一では，いくつかに分岐して幅数10cm以下の岩床状～岩脈状形

態をもつようになる。岩体の分岐とともに，粒度が減少し，接触部で最も細粒になる（Plate

1－1）。主体は中粒塊状岩であるが，縞状構造が観察されることがある（Plate　1－2）。縞状

構造はほぼ東西走向で北に30－90度傾斜する。

　主成分鉱物は角閃石・斜長石で，少量のカミングトン角閃石・単斜輝石を伴うことがある。

副成分鉱物としてチタン鉄鉱・リン灰石がある。斜長石は自形～半自形，短冊状（径0．1～0．8

㎜）で，幅の狭いリムをもつ弱い累帯構造（核：An　79－94，リム：An　61）を示す。角閃石は

褐色～帯緑褐色種で・他形（径0・1～2㎜）である。比較的大型の角閃石の結晶はポイキリ

ティックで斜長石や稀にカミングトン角閃石を包有する。

　黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相　　田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の中で最も広い分布面積を

もち，田ノ浦半島に分布する。露頭オーダーで岩相変化が著しく，色指数41－21を示す。主

岩相は色指数33以上で，これより低い色指数をもつ岩相の浸潤をうけ，ときにはアグマティ

ティックな様相を呈することもある（Plate　1－3）。片麻構造は全体に発達しているが，色指

数のより低い岩相で強くなる傾向がある。一般に東西走向，急傾斜をもち，岩相境界を横切っ

て発達する。

　斜長石・角閃石・黒雲母を主成分とし，まれに単斜輝石を含むほか，角閃石中にカミング

トン角閃石を包有する。副成分鉱物としてチタン鉄鉱・リン灰石がある。斜長石は自形～半

自形（径0．5～1㎜）で，振動累帯構造が著しい。角閃石は半自形～他形（径0．5～1．3㎜）

で，弱い累帯構造を示す。核は帯褐色で帽広く，リムは緑色で狭い。黒雲母は自形性が弱く

（径0．1～1．4㎜），しばしば斜長石を包有する。一般に帯赤褐色種で，リムで一部緑色になる。

色指数の低い岩相ほど角閃石に対する無雲母の量比が大きくなり，石英に冨んでくる。とく

に色指数の低いものではカリ長石が出現する。石英は斜長石の粒問を埋めている。一般に弱

い波動消光を示す程度であるが，片麻構造が強いと，サブグレイン化が進行して多数の細粒

再結晶石英粒の集合体を形成するようになるとともに，個々の粒界は縫合組織が顕著になる。

　黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相　　田ノ浦半局の南海岸のところどころに鋸出

する。中粒灰白色で，通常径20cm以下の球状～レンズ状暗色包有物を含む。この暗色物の

定向配列が観察されることがあり，北西一南東から南北走向で緩く西に傾斜した構造をっく

る。この構造方向に鉱物粒のならびが観察されることはきわめて稀であり弱い。この構造と

は別に，有色鉱物の形態定向配列による片麻構造が局所的に発達している。この構造は前者

と較べて顕著であり，ほぼ東西走向，急傾斜を示す。暗色包有物の定向配列は片麻構造が強

く発達する領域で急に乱れることがある。また，片麻構造は隣接する岩相内のそれと連続す

るが，暗色包有物の配列は本岩相に限られる。したがって，東西走向の片麻構造がより後生

的である。

　構成鉱物は斜長石・カミングトン角閃石・黒雲母を主成分とし，少量の石英を伴う。副成
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分鉱物としてチタン鉄鉱・リン灰石・ジルコンがある。斜長石は半自形（径0．4～2．9m）

で，強い累帯構造（核：An50－60，リム31－40）を示す。カミングトン角閃石は半自形～他

形（径0．2～3．5㎜）で，しばしば多数の斜長石を包有してスポンジ状形態をなす。壁開やリ

ムに沿って淡緑色の角閃石に交代される。黒雲母は半自形～他形（径0．4～3．8㎜）で，斜長

石を包有しスポンジ状である。帯赤褐色を呈する。石英は間隙充填し，斜長石を包有する。

　角閃石一黒雲母一トナール岩相　　田ノ浦半島の堀越の南西海岸に露出する小岩体である。

岩石全体に東西走向，急傾斜の片麻構造が発達する。

　構成鉱物は斜長石・石英・黒雲母・角閃石を主成分とし，チタン鉄鉱・リン灰石・ジルコ

ンを副成分とする。斜長石は半自形（径0．4～2．5m）で，弱い累帯構造を示す。黒雲母は帯

赤褐色種で，自形性が強く，角閃石を交代する。角閃石は弱い累帯構造を示し，帯緑褐色の

核に帯褐緑色の薄いリムが発達する。石英は間隙充填的で，斜長石を包有する。一般にサブ

グレイン化が著しく，掴々の結晶の粒界は縫合組織が発達する。

　黒雲母一トナール岩相　　黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相や吉野花陶閃緑岩体の角閃石一黒雲

母一花陶閃緑岩相・黒雲母一アダメロ岩相内に発達する脈状小岩体である。片麻構造は東西走

向，急傾斜である。

　構成鉱物は斜長石・石英・黒雲母を主成分とし，チタン鉄鉱・リン灰石・ジルコンを副成

分とする。斜長石は大型で自形～半自形（径2～2．5m）を示すものと，細粒で自形～半自形

（径0．5～0．7㎜）を示すものとがある。共に累帯構造が著しく，不規則島状にアルバイト長

石化作用をうけ，不規則に溶脱した部分を石英がうめている。黒雲母は褐色～緑色種で，自

形性は弱い。石英は顕著な縫合組織をもつ細粒再結晶粒の集合体を形成する。

　優白質黒雲母一アダメロ岩相　　黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相・黒雲母一カミングトン角閃

石一石英閃緑岩相ととくに密接に分布する。幅数10cm～数mの岩脈状～ストック状岩体であ

る。細粒～中粒岩が多いが，粗粒岩も一部にみられる。田ノ浦ハンレイ岩質複合体の中にあっ

て唯一カリ長石に窟む岩相である。片麻構造は一般に強く，東西走向，急傾斜である。岩相

境界を横切って発達し，隣接する岩相の片麻構造に連続している。

　斜長石・カリ長石・石英・黒雲母を主成分とし，褐レン石・リン灰石・ジルコンを副成分

とする。斜長石は半自形～他形で，アルバイト双晶が発達するが，しばしば双晶面がわん曲

している。サブグレイン化が進行し，さらに粒界で回転分離し，完全に独立した細粒結晶粒

を形成していることも少なくない。カリ長石は他形で，細ひも状パーサイトや格子構造がみ

られる。波動消光は強い。サブグレイン化が進行し，さらに独立した細粒再結晶粒の集合体

を形成することもある。，微小破断面に沿って石英や曹長石が浸入している。石英は細粒再結

晶粒の集合体からなり，個々の粒界は縫合組織が顕著である。黒雲母は褐色種で，半自形で

ある。強い波動消光や壁開のわん曲がみられる。
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（b）南風台花陶閃緑岩体

　島の東部の内海町南風台付近に分布する。主岩相は黒雲母一花嵩閃緑岩相で，その中に含ザ

クロ石一白雲母一黒雲母一アダメロ岩相が岩脈状に貫入している。

　黒雲母一花縄閃緑岩相　　堆積岩源の領家変成岩類の岩片を多証に包有する。片麻構造は岩

石全体に顕著で，一般に東西走向，急傾斜であるが，南北走向が一部にみられる。片麻構造

形成にひきつづいて強いマイmuニティゼーションを被り，岩石は一層著しく圧砕している。

片麻構造やマイロニティゼーションによる片理を切って，トルマリンを含むペグマタイトが

貫入しているe

　主成分鉱物は斜長石・石英・カリ長石・黒雲母で，副成分鉱物としてジル頴ン・リン灰石・

チタン鉄鉱がある。斜長石は半自形～他形（径0．1～1mmで，まれに3㎜に達する）で，石英・

黒雲母を包有する。振動累帯構造を示すが，しばしば圧砕して累帯構造が切断されている。

割れ目に沿って石英が浸入していることもある。カリ長石と接するとき，ミルメカイトが顕

著である。石英はサブグレイン化が進行し，個々の粒界には縫合組織が発遠する。個々の石

英粒は強い波動消光を示す。カリ長石は他形（径◎．7～L7磯）で，黒雲母・石英・斜長石を

包有する。格子構造が普通にみられるほか，細ひも状パーサイトもある。黒雲母は径0．7～1．4

㎜の比較的大型の半自形結晶と径0．1～0．5㎜の自形～半自形葉片状結晶とがある。後者は細

く伸びたクUットをつくることが多く，大型結品を羅換して生じた二次的再結品粒である。

いずれも帯赤褐色種である。

　含ザク＝石一白雲母一黒雲母一アダメU岩相　　岩相境界は黒雲母一花醐閃緑岩相の片麻構造

と斜交していることが多い。片麻構造は黒雲母一花樹閃緑岩相のそれと調和的であるが，弱く，

観察されないことも多い。

　主成分鉱物は斜長石・カリ長石・石英・黒雲母で，白雲母とザクロ石を特徴的に含む。副

成分としてジルコン・リン灰石・チタン鉄鉱を含む。斜長石は半自形～他形（径0．8～3魍〉

で，振動累帯構造が顕著である。石英はサブグレイン化が著しく，個々の粒界の縫合組織も

顕著である。個々の粒は強い波動消光を示す。カリ長石は他形～半自形（径0．7～1mm）で，

格子構造が発達する。細ひも状パーサイトもみられる。カリ長石あるいは斜長石との境には

粒間暫長石ができる。黒雲母は自形性が強く，クmuットを形成する。帯赤褐色種である。白

雲母は径0．2～2．5㎜の半自形単独結品である。ザクロ石は他形粒状（径0．2～1㎜）である。

　（C）吉野花醐閃緑岩体

三都半島と，島の東部の内海町大泊から橘にかけての地域および内海町岩谷の北部に広く

分布するほか，田ノ浦半島の一部にも分布する．構成岩相は角閃石一黒雲母一花樹閃緑岩相・

黒雲母一アダメロ岩相・斑状アプライト質黒雲母アダメロ岩相である。

　角閃石“黒雲母一花嵐閃緑岩相　　吉野花嵐閃緑岩体のなかで最も広い分布面積をもち，三

都半島の北西部から南部にかけての地域，橘の南部，岩谷の北部に分布する。粗粒で，とく

にカリ長石は径9cmに達することもあり，しばしば斑状組織を呈する。一般にかなり強い片
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麻構造が発達するが，とくに三都半島の南部や岩谷の北部で強い。通常，片麻構造は黒雲母・

角閃石のクロット（径1～1．5cmに達することも少なくない）の形態定向配列によって規定さ

れる（Plate　2－1）が，クロットと平行に斑状カリ長石が配列することもある。片麻構造が

強いとき，石英プールも伸長して平行配列する。片麻構造の発達程度の変化はひとつの露頭

範囲内でも認められ，それは急激である。

　構成鉱物は斜長石・カリ長石・石英・黒雲母・角閃石を主成分とし，ジルコン・褐レン石・

リン灰石・チタン鉄鉱などを副成分とする。斜長石は半自形～自形（径2．4～5．8㎜）で，集

片双晶もしばしばみられる。通常，累帯構造は弱いが，幅広いリムをもち中程度の累帯構造

を示すものがある。核は不規則島状のアルバイト長石化作用や絹雲母化作用をうける。片麻

構造が強いと，自形性が弱くなるほか，微小破断面に沿って石英・黒雲母が浸入している。

石英はプール径0．8～8．0㎜で，サブグレイン化して細粒再結晶粒の集合体をなす。一般に波

動消光は弱い。片麻構造が強いと，石英プールは伸長し，個々の結晶粒の径は小さくなる

とともに，結晶粒界の縫合組織は顕著になる。伸長した石英プールが斜長石をとりまくよう

になると，再結晶石英粒も著しく伸長する。カリ長石は他形（径0．8～5．0㎜）で，顕著な格

子構造を示すほか，細ひも状パーサイトもみられる。しばしば強い波動消光を示し，サブグ

レイン化も認められる。片麻構造が強いと，さらに微小破断面を生じ，石英が浸入する。カ

リ長石あるいは斜長石との粒界には粒間暫長右が発達する。黒雲母は自形～半自形葉状結晶

が伸長したクロット（径3～15mm）を形成するが，片麻構造が弱いと，単独結晶もみられる。

一
般に波動消光は強い。帯緑褐色種や帯赤褐色種のものがあり，一部緑泥石化している。角

閃石は青緑色種で，まれに自形性の強い径0．1㎜程度の単独結晶として産することもあるが，

多くは径0．1㎜以下の他形粒状結晶で，黒雲母とクロットをつくることも少なくない。

　黒雲母一アダメロ岩相　　三都半島の石部付近と大泊から橘にかけての地域！こ比較的広く

露出している。田ノ浦半島の塩谷鼻や三都半島の谷尻に小露出がある。角閃石一黒雲母一花醐

閃緑岩相と比較すると一般にやや粒度が下がり，黒雲母はクロットを形成することなく，独

立に散在しているのが特徴である。

　面構造には2つの型が認められる。ひとつはレンズ状暗色包有物の定向配列によって規定

された構造で，大泊から橘にかけてところどころでみられる。一般に北西一南東走向で緩

く西に傾く。この構造と平行な鉱物粒の配列はほとんどみられない。いまひとつは黒雲母の

形態定向配列による片麻構造で，西北西一東南東～東西走向，急傾斜である。全般に片麻構造

の発達は弱いが，局所的に強いところがある。発達程度の変化は急激である。

　斜長石・石英・カリ長石・黒雲母と少量の角閃石を主成分とし，ジルコン・褐レン石・リ

ン灰石・チタン鉄鉱を副成分とする。斜長石は半自形～他形（径1．4～3mm）で，累帯構造が

弱く，ほとんどみられないこともある。鵬開のわん曲や微小破断面に沿う石英・黒雲母の浸

入がみられる。カリ長石と接するところではミルメカイトがよく発達する。石英はサブグレ

イン化が著しく，縫合組織の発達した細粒再結晶粒がかみあってプール（径1．8～8．3㎜）を

形成する。カリ長石は他形（径1．3～8．3㎜）で，細ひも状パーサイトのほか，格子構造もみ

られる。塩谷鼻では，顕著な格子構造，強い波動消光を示すことが多いが，さらに圧砕して

細粒化しているものも少なくない。カリ長石との境には粒問曹長石がよくできている。黒雲



12 横　　山　　俊　　治

母は褐色～帯緑褐色種で，墾警開のわん曲やキンク構造が普通にみられる。角閃石は青緑色種

で消光位の等しい粒が集まって虫喰い状にみえる。

　斑状アプライト質黒雲母一アダメロ岩相　　三都半島の牛ケ浦では比較的大きな岩体をな

すが，多くは角閃石一黒雲母一花崩閃緑岩相・黒雲母一アダメ＝岩相中に幅数m以下の岩脈状

～ブロック状小岩体として産する。斑状鉱物として石英》斜長石を含む斑状組織を特徴とす

る。東西走向，急傾斜の片麻構造が発達する。

　構成鉱物は斜長石・石英・カリ長石・黒雲母を主成分とし，ジルコン・リン灰石を副成分

とする。斑状石英（プール径：1－6麗）は伸長し定向配列する。サブグレイン化して細粒再

結晶粒の集合体をなす。斑状斜長石は半自形（径0．7～2．7㎜）で，累帯構造はほとんどみら

れない。黒雲母は帯赤褐色の半自形葉片状結品が集合して著しく伸長したクロットをつくる。

クロットの配列は斑状石英と平行で，しばしばそれをとりまくように発達する。石基は粒状

他形（径0．01～0．3㎜）の斜長石・石英・カリ長石からなる。

（d＞小豆島アダメロ岩体

小豆島の北半部に分布する。構成岩相は黒雲母一アダメロ岩相（タイプ1）・黒雲母一一アダメ

ロ岩相（タイプII）・斑状黒雲母一アダメロ岩相で，すべて塊状岩石からなる。

　黒雲母一アダメロ岩相（タイプ1）　島の中央部から北部にかけてもっとも広く分布する。

比較的粗粒であるが，多くの場合は吉野花1朗閃緑岩体の黒震母一アダメロ岩相よりも細粒であ

る。ときにカリ長石は径i～2．5・craに達し斑状組織を形成するとともに，ピンク色を呈し，広

島花嵐岩の特徴を示す。西蒲生の北では，石英が斑状になり石英斑岩様岩相を示すことがあ

る。

　構成鉱物は斜長石・石英。カリ長石・黒雲母を主成分とし，少量の白墾母あるいは角閃石

を伴う。副成分鉱物としてジルコン・リン灰石・褐レン石・チタン鉄鉱などがある。斜長石

は半自形～自形（径1～3．5㎜）で，累帯構造はほとんどみられないか，あっても弱いaしか

しながら，島の北側の小部では，かなりはっきりした振動累帯構造を示し，不規則島状にア

ルカリ長石化作用をうけt‘，核では，中心部が不規則に溶脱されたようになり，その部分を消

光位の等しい石英によって充填されることがある。石英はいくつかの結晶が縫合して，径2

～5㎜ときに10㎜に達するプールをつくる。石英粒が細粒になるほど縫合組織は顕著にな

る。波動消光はきわめて弱い。カリ長石は半自形～他形充塀的で，斜長石を包有することが

ある。斑状結最を別にすると，一般に径2～5．5㎜で，細ひも状～棒状パーサイトが発達する。

カリ長石あるいは斜長石と接するところでは，粒問曹長石が発達し，それらにはミルメカイ

トが発達しているe黒雲母は不定形～半自形葉片状で単独に散在することが多い。一般に濃

褐色種であるが，帯緑褐色種のこともある。緑泥石化もまれでない。少量の白雲母の存在が

この岩相の特徴のひとつでもある。微細な絹雲母として斜長石の壁開面に沿って発達するほ

か，径1醗を越える単独結晶として散在する。角閃石は淡緑～緑褐色種で，微細な破片状で・

あることが多いが，細粒粒状結晶が斜長石中に包有されることもある。鹿島では，緑泥石の

微細な球穎の集合体や斜ユウレン石が粒間を充填しているのが特徴である。
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　黒雲母一アダメロ岩相（タイプII）　　島の東北部の内海町福田を中心に分布する。　Plate　2

－ 2に示したような黒雲母のシュリーレンやクロットの発達が特徴である。これらの黒雲母集

合体は定向配列を示さない。晶洞ペグマタイトが多数みられるのも特徴で，ポケット状をな

すもののほか，アプライトと複合脈をつくる。これらの特徴によって，黒雲母アダメロ岩相

（タイプ1）と区別される。

　斜長石・石英・カリ長石・黒雲母を主成分とし，ジルコン・リン灰石・チタン鉄鉱を副成

分とする。斜長石は半自形（径1～3．5㎜）で，弱い累帯構造を示す。核は不規則島状にアル

カリ長石化作用をうけ，島状に溶脱したようになり，その部分を消光位の等しい石英が充填

していることもある。ミルメカイトは少ない。石英は他形充填的（径0．5～4．7㎜）で，いく

つかの細粒再結晶粒の集合体もあるが，サブグレイン化していないプールも少なくない。波

動消光は弱い。カリ長石は他形（径1．7～11㎜）で，斜長石・黒雲母・石英を包有している。

包有されている石英の断面はしばしば六角形の自形を示す。ひも状パーサイトが発達し，カ

リ長石あるいは斜長石と接するところでは粒間曹長石ができる。黒雲母は濃緑褐色種で自形

性が強く，いくつか集まってクロットをつくるのが普通である。カリ長石と接するところで

はシンプレクタイトを形成する。

　斑状黒雲母一アダメロ岩相　　島の北東部の内海町吉田付近に分布する。斑状組織が発達

し，花醐斑岩様外観を呈する。斑状組織は本岩相中のアプライト脈においても顕著である。

径20～60cmの球状花陶閃緑岩包有物を多量に包むのが特徴である。

　構成鉱物は斜長石・石英・カリ長石・黒雲母と少量の角閃石である。副成分鉱物としてジ

ルコン・リン灰石・褐レン石・チタン鉄鉱がある。斑状斜長石（径1．3～5．7㎜）は自形性が

強く，弱～中程度の累帯構造がみられる。しばしば核部は不規則島状にアルカリ長石化作用

をうけ，溶脱したような部分には石英が充填している。石基の斜長石は半自形～自形．（径

0．2～0．7㎜）で，累帯構造は弱い。斑状の石英（径3～4㎜）は，肉眼では球形に近い外形

をもっているようにみえるが，石基の鉱物とかみ合い小さな凹凸がある。いくつかの細粒再

結晶粒よりなる。石基の石英は他形（径0．2～0．8㎜）である。斑状カリ長石は他形（径

1．5～2．7㎜）で，石英を包有する。moir6　appearanceを示す。石基のカリ長石は他形（径

0．2～0．9mm）で，　moir6　appearanceを示す。黒雲母は帯緑褐色種で半自形である。単独で散

在するほか，数粒が集合していることがある。角閃石は青色種で自形性が強いが，虫喰い状

になっていることが多い。

　（e）閃長岩類

　小豆島アダメロ岩体の黒雲母一アダメロ岩相（タイプ1）と吉野花醐閃緑岩体の角閃石一黒

雲母一花陶閃緑岩相中に産するが，特に，両岩相が接する三都半島北部に集中する。多くは数

cm～数mの岩脈状岩体をなすが，径20～30　mの岩株状岩体を形成することもある。これら

の閃長岩～閃長岩質岩の詳細な岩石記載は，MuRAKAM1（1963），村上（1976）でなされてい

るので，ここでは省略する。
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　2．深成岩類の片麻構造

　小豆島の深成岩類に発達する面構造は，上述の記載からも明らかなように，2つの型に分

けることができる。

　そのひとつは，主に有色鉱物の形態定向配列によって規定される片麻構造である。その方

向は岩相と関係なくほぼ一定で，平均的な方位は東西走向で北に急傾斜である（FIG．3）。こ

の構造は，田ノ浦ハンレイ岩質複合体・南風台花1甜閃緑岩体・吉野花醐閃緑岩体に広く発達

している。　　　　　　　・

　いまひとつの面構造は，レンズ状暗色包有物の形態定向配列によって規定されるものであ

る。この面構造方向に平行する鉱物粒の配列はきわめて弱く，一般に野外で認められないこ

とが多い。この面構造は南北～北西一南東走向で緩く西に傾斜する。黒雲母一カミングトン角

閃石一石英閃緑岩相と吉野花樹閃緑岩体の照雲母一アダメロ岩相に局所的に発達しているにす

ぎない。

　東西走向の片麻構造は深成岩類を2つのグループに区分したときの指標であり，後でとり

あげられる岩脈群の活動史の解析にとって重要な意味をもつものであるので，ここでいま少

し詳しく記載することにしたい。

　片麻構造は，野外では一般に有色鉱物の形態定向配列の程度によって強弱が示されている

ようにみえる。岩相によっては他の鉱物種，例えば斑状石英やカリ長石の配列が片麻構造の

発達程度を指示することがある。片麻構造の発達程度は同じ岩相内でも大きく変化し，著し

FIG，3　Lower　hemisphere　equal・area　projections　to　gneissosity　of　plutonic

　　　rocks　in　Shodoshima．
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く強く発達している領域と片麻構造が全く観察されない領域とが錯綜して分布し，両領域の

境界はかなりシャープであるようにみえる。このような領域のスケールは地質図でとらえら

れるオーダーから露頭オーダーまであって一定ではない。FIG．11は露頭オーダーの変化を示

す1例である。このような片麻構造の発達程度の著しい不均質分布が先片麻構造形成期深成

岩体の特徴である。

　この片麻構造のもついまひとつの重要な特徴は，すでに述べたように，片麻構造が岩相の

境界を横切って発達することである。Plate　2－3はその1例で，粗粒の角閃石一黒雲母一花嵩

閃緑岩相と中粒の黒雲母一アダメロ岩相の境界を斜断して発達する片麻構造を示す。同様の現

象は異なった岩体境界部においても認められる（Plate　3－1）。

　片麻構造の発達しているところと発達していないところとでは，構成鉱物の組織にかなり

の相違がみられる。各岩相を記載したところでもふれたのであるが，ここでまとめておこう。

　原・桜井（1978），桜井・原（1979）は花陶岩を構成する石英の組織を解析し，石英は一般

に石英プールと石英粒という2つの組織単位で示すことができ，石英粒は，冷却過程の

dynamic　recrystallizationによって，初生の石英（＝石英プール）が細粒化してもたらされ

た二次的再結晶粒であることを明らかにした。この地域の深成岩類の石英も先の記載から明

らかなように，石英プールと石英粒という組織単位でとらえられるものである。

　南風台花陶閃緑岩体や吉野花嵐閃緑岩体を構成する花陶閃緑岩相～アダメロ岩相の場合，

片麻構造の発達の強いところでは，石英プールは伸長して片麻構造と平行に配列する。伸長

した石英プールは斜長石の外側をとりまくようにもなり，石英プールを構成する石英粒はよ

り細粒化し，縫合組織も顕著になる。ところによっては，この石英粒も著しく伸長する。

　黒雲母・カリ長石・斜長石などもdynamic　recrystallizationによる細粒化によって二次的

再結晶粒を生じている。黒雲母は半自形～他形の細粒葉片状結晶のクロットが形成され，定

向配列するが，とくに片麻構造が強いときは個々の葉片状結晶も定向配列するようになる。

カリ長石は不均質な強い波動消光を示し，再結晶粒界を中心に格子構造が発達する。さらに，

この再結晶粒界に沿って回転・分離し完全に独立した細粒結晶の集合体を形成することもあ

る。また結晶内にシャープな微小破断面を生じ，そこを石英が充填していることがある。斜

長石は互いの消光位の角度差が小さい細粒結晶を生じているが，片麻構造が強いとその粒界

が明瞭になって完全に独立した細粒結晶を形成するようになる。微小破断面を生じ，そこを

石英や黒雲母が充填していることもある。

　田ノ浦ハンレイ岩質複合体の場合，比較的よく片麻構造が発達している岩相は黒雲母一角閃

石一石英閃緑岩相の優白質岩相・角閃石一黒雲母一トナール岩相・黒雲母一トナール岩相である。

一方，複輝石一角閃石一ハンレイ岩相や角閃石一ハンレイ岩相では，片麻構造はほとんど観察さ

れない。片麻構造の発達しているものと片麻構造が観察されないものとを比較すると，両者

の間にいろいろな点でかなりの相違が認められる。鉱物容量比でみると，片麻構造が発達し

ているものでは，石英の含有量が高い。石英プールを構成する石英粒はより細粒で，粒境界

は縫合組織が顕著である。石英プールの細粒化と共に，斜長石結晶にも細粒化が認められる。

形成された細粒斜長石結晶の粒境界によって，双晶面や累帯構造が切断されている。切断

された結晶のさらに外側を新しいNaに窟んだ斜長石がとりまいていることがある。粒境界

面に沿った個々の粒の回転が大きくなると，それぞれが独立した結晶となる。
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FIG．4　Grain・size　analysis　of　secondary　recrystallized　quartz　grains　in　granitic

　　　　　　rocks　in　Shodoshima　and　the　typical　Hiroshima　Granite．

a）＆b）：weakly　to　moderately　gneissose　hornblende・biotite・granodiorite，

c）＆d）：strongly　gneissose　hornblende・biotite・granodiorite，　e）＆f）：mas・

sive　hornblende・biotite・granodiorite，　g）－」）：massive　biotite・adamellite

（type　I），　k）：massive　biotite・adamellite（type　II），1）：massive　biotite・

adamellite（the　Yoshino　Granodiorite），　m）＆n）：the　typical　Hiroshima

Granite

Locality：a）：north　of　Gamano，　b）：west　of　Fuji，　c）＆d）：the　Tanoura

Peninsula，　e）：Maruyama，　f）：Shiroyama，　g）＆h）：Gam6，　i）：Tai，j）：Oze，　k）：

Fukuda，1）：north　of　Kitadani，　m）：Koi　in　Hiroshima　City，　n）：Senogawa

in　Hiroshima　City．

1：grain・size　of　secondary　recrystallized　quartz　grains，2：grain・size　of

non。straining　single　quartz　grains（＝quartz　pools）　　　　　　　　　　　　　　　　・
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　以上のように片麻構造の発達した岩石では，石英プールを構成する石英粒はより細粒にな

る傾向がある。これは，原・横山（1974），原ほか（1977）が中央構造線に沿って発達する圧

砕岩について観察した現象と一致する。

　FIG．4は肉眼的にみた片麻構造の強度と石英粒の粒径（／一（長径×短径））を示したもので

ある。角閃石一黒雲母一花陶閃緑岩相においては，明らかに片麻構造のよく発達している岩石

で特に細粒になっている。片麻構造の認められないものでは，粒径分布パターンは片麻構造

を示さない小豆島アダメロ岩体の黒雲母一アダメロ岩相（タイプ1）や広島市周辺の広島花醐

岩のそれと類似している。一般にdynamic　recrystillizationによって二次的に形成された細

粒再結晶石英粒の粒径は変形差応力に強く依存することが示されている（NicoLAs　and　PoiR．

IER，1976；MERclER，　et　a1．1977；Twlss，1977：Twlss　and　STELLAs，1978；WEATHERs　et

a1．，1978）。一方，片麻構造の発達程度は変形量に依存する。したがって，この地域の強片麻

構造の発達領域は応力集中領域でかつ変形集中領域であるということができる。そしてまた，

弱片麻構造しか認められない黒雲母一アダメロ岩（FIG．4，　i））において，石英粒の粒径が著

しく細粒になっているのは，大きな変形量には至らなかったが，局所的に短時間に応力の著

しい集中があったことを示しているのかも知れない。

B．岩脈類

　1．岩脈類の地質

小豆島における後期白亜紀深成岩類の活動に関係した岩脈は少なくとも5つの時相に区分

されるようである。

（a）第1期岩脈群

　第1期岩脈群として観察された岩脈総数は86，その中の85が塩基性であった。

　分布　　第1期岩脈群は三都半島南部から田ノ浦半島，さらに島の東部の大泊にかけての

幅約2㎞，長さ11㎞の東西に延びた帯状領域内に分布している。特に田ノ浦半島の堀越付近

と大泊の北に集中分布する（FIG．5）。この岩脈群に貫入された深成岩類は，田ノ浦ハンレイ

岩質複合岩体および吉野花醐閃緑岩体である。　　　　　　　．

　方向　岩脈の貫入方向はFIG．5に示されている。ばらつきは認められるが，東西走向で

北に緩く傾斜するものが卓越するように見える。

　貫入順序　　塩基性岩脈は含まれる斜長石斑晶の量によって3つの岩相に分けられる：

a）無斑晶（Non・porphyritic）岩相一斜長石斑晶をほとんど含まないもの　b）弱斑状

（Weakly　porphyritic）岩相一〇．5～1㎜の斜長石斑晶を含み，その量は2～3％以内であ

るもの　c）斑状（Porphyritic）岩相一2～10㎜の斜長石斑晶を含み，その量は10％以上

に達するものである。岩相によって貫入順序に違いがある。このことは3つの岩相の形成す

る複合岩脈から明らかにされた。斜長石斑晶に富む岩相ほど後期に活動している。すなわち，

無斑晶岩相→弱斑状岩相→斑状岩相の順である。第1期岩脈群に属する唯一の酸性岩脈は，

塩基性岩脈と複合岩脈を形成している。酸性岩脈は最終時相に貫入したものである。
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a）
6

FIG．5a）Map　showing　the　distribution　of　dykes　of　the　first　generation　in

　　　Shodoshima，
　　　short　solid　line：basic　dyke，　short　broken　line：acid　dyke

　　　b）Lower　hemisphere　equa1・area　projections　of　poles　to　86　measured

　　　basic　and　acid　dykes　of　the　first　generation．

　（b）第II期岩脈群

　第II期岩脈群としては，77の塩基性岩脈と11の酸性岩脈が観察された。

　分布　　第II期岩脈群は，第1期岩脈群の分布領域とほぼ同じ領域に帯状に分布している

（FIG　6）。即ち，田ノ浦半島の堀越付近お’ よび大泊の北に集中分布している。なお，酸性岩

脈は堀越の東海岸に集中している。第II期岩脈群が貫入している深成岩類は，田ノ浦ハンレ

イ岩質複合岩体および吉野花陶閃緑岩体である。
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AG

Ab

FIG，6a）Map　showing　the　distribution　of　dykes　of　the　second　generation　in

　　　Shodoshima．
　　　short　solid　line：basic　dyke，　short　broken　line：acid　dyke

　　　b）Lower　hemisphere　equa1・area　projections　of　poles　to　88　measured

　　　basic　and　acid　dykes　of　the　second　generation．

　方向　　岩脈の多くは走向ほぼN45°Wで急傾斜を示している（FIG．6）。

　貫入順序　　塩基性岩脈では，無斑晶岩相から斑状岩相へと貫入したことが，複合岩脈に

よって確認された。酸性岩脈は11本中10本が塩基性岩脈と複合岩脈を形成している。貫入

順序は早期に塩基性岩脈，晩期に酸性岩脈である。
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　（C）第III期岩脈群

　第III期岩脈群としては，705の塩基性岩脈，143の中性岩脈，319の酸性岩脈が観察された。

　この時期になって岩脈の活動が激しくなったということができるが，塩基性岩脈に限らず，

中・酸性岩脈の活動も盛んになってきている。それと対応して岩相も多様となっている。中

性岩脈として角閃石一斜長石一花醐閃緑斑岩，酸性岩脈として花醐斑岩・斜長石一花嵩岩質斑

岩・フェルサイトといった岩質が認められる。

　分布　第III期岩脈群は島のほぼ全域に分布し，田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体，南風台花樹

閃緑岩体・吉野花尚閃緑岩体・小豆島アダメロ岩体のいずれにも貫入している（FiG．7）。

Loc．11 しoc．9

F：G．7a）Map　sh◎wi轟g　the　dlst曲疑tlo織of　dykes　a薮d　dyke・d◎mal縫s◎f翫e宅h三ぎd

　　　generation　in　Shodoshima．

　　　b）Lower　he瓢lsρhero　eq疑a！・area　pr◎ject董o捻s　of　poles之◎baslc警inter搬edl・

　　　ate　and　acid　dykes　in　dyke・domains　of　localities　9翫nd　11．
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FIG．8 Some　examples　of　intrusive　relations　among　dykes　of　the　third　genera・

tion　in　Shodoshima．

A：Composite　dyke　consisting　of　non・porphyritic　basic　margins（Bf）and

weakly　porphyritic　basic　center（Bm），　Oodomari．

B：Composite　dyke　consisting　of　non・porphyritic　basic　margins（Bf）and

porphyritic　basic　center（Bp），　Oodomari．

C：Composite　dyke　consisting　of　porphyritic’basic　margins（Bp）and

hornblende・plagioclase・granodiorite　porphyry（Gdp）center．　Oodomari，

D：Composite　dyke　consisting　of　horblende・plagioclase・granodiorite

porphyry（Gdp）margins　and　granite　porphyry（Gp）center．　West　of

Gam6．
E：Multiple　dyke　consisting’of　horblende・plagioclase・granodiorite　por・

phyry（Gdp）margins　and　plagioclase・granitic　porphyry（Pp）center．　A

coastal　exposure　near　Yanagi，

F：Granite　porphyry（Gp）・felsite（F）multiple　dyke．　The　former　was

intruded　by　the　latter．　Roadcut　near　Gamano，

G：Multiple　dyke　consisting　of　horblende・plagioclase・granodiorite　por・

phyry（Gdp）margins　and　felsite（F）center．　A　coastal　exposure　near

Gam6．
H：Composite　dyke　consisting　of　non・porphyritic　basic・margins（Bf）and

felsite（F）center．　The　felsite　center　incorporates　dark　inclusions　derived

from　the　non・porphyritic　basic　margin．　Tai．
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　方向　　ほとんどの岩脈の走向は北北西一南南東あるいは北北東一南南西で，急傾斜である

（FIG，7）。

　貫入順序　　この時期の岩脈の貫入順序は，大部分複合岩脈および重複岩脈によって組み

立てられた。貫入関係についてのいくつかの資料がFIG．8に示されている。早期に貫入した

岩脈から順に記せば，塩基性岩脈→中性岩脈→酸性岩脈（花醐斑岩→斜長石一花醐岩質斑岩→

フェルサイト）である。第III期岩脈群は塩基性岩脈から酸性岩脈へと貫入しているというこ

とができる。塩基性岩脈では，早期に無斑品岩相が貫入し，晩期に最も斜長石斑品に冨む岩

相が貫入している。FIG．8，　H）は最も早期に活動した無斑晶塩基性岩脈と最も晩期に活動

したフェルサイト岩脈からなる複合岩脈のスケッチである。

N

FIG．9a）Map　showing　the　distribution　of　dykes　of　the　fourth　generation　in

　　　Shodoshima．
　　　b）Lower　hemisphere　equal・area　projections　of　poles　to　17．measured

　　　basic　dykes　of　the　fourth　generation，
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　（d）第IV期岩脈群

　第IV期岩脈群としては，21の塩基性岩脈が観察されたにすぎない。

　分布　　島の北部に比較的多い。特に土庄町蕪崎および内海町吉田の東にやや集中発達し

ている（FIG．9）。この岩脈群に貫入された深成岩類は南風台花醐閃緑岩体・吉野花南閃緑岩

体・小豆島アダメロ岩体である。

　方向　　岩脈の多くは北北東一南南西走向で，急傾斜である。

（e）第V期岩脈群

第V期岩脈群としては，8の塩基性岩脈が観察されたにすぎない。

分布　　土庄町蕪崎に集中分布し，小豆島アダメロ岩体を貫いている（FIG．10）。

方向　　岩脈の多くは東西～東北東一西南西走向で，急傾斜である。

N

FIG．10）a）Map　showing　the　distribution　of　dykes　of　the　fifth　generation　in

　　　Shodoshima．
　　　b）Lower　hemisphere　equa1・area　projections　of　poles　to　8　basic　dykes　of

　　　the　fifth　generation．



24 横　　山　　俊　　治

2．岩脈類の岩石記載

次に岩脈群を構成する岩石の岩石学的特徴について記載する。

　（a）塩基性岩脈

　第1期から第III期の活動期の塩基性岩脈は，肉眼的・顕微鏡的特徴において，多くの類似

点をもっている。また，第IV期と第V期の活動期の塩基性岩脈は肉眼的・顕微鏡的に両者を

区別することはできない。

　第1期塩基性岩脈　　一般に黒色～暗灰色を呈し，基質は細粒である。斑晶として斜長石

を2～28％含む岩脈はあるが，角閃石斑品はまれで微斑晶的である。また，まれに少量の単

斜輝石を微斑晶として含む岩脈がある。石基は斜長石・角閃石・黒質母を主成分とし，間隙

充墳的な石英を少量伴う。これらの石基鉱物の容量比は，それぞれ，40．5～64．5，10．5～45．7，

13．3～17．0，0．3～4．2である。副成分鉱物として他形粒状～角の丸みをおびた長柱状のチタ

ン鉄鉱がある。

　斜長石は半自形～自形で，Naに富む斜長石からなる明瞭なリムが石灰質の核をとり囲ん

でいる。リムには角閃石・黒雲母の微粒結晶が多数包有されていることがある。角閃石は半

自形～他形をなし，帯褐緑色～明緑色のきれいな結晶である。無雲母は褐色で半自形を呈す

る。しばしば角閃石の結晶縁辺部や昼警開に沿ってそれを交代している。

　第II期塩基性岩脈　　一般に暗灰色～帯青灰色を呈し，基質は細粒である。斑晶として斜

長石を2～20％含む岩脈はあるが，角閃石斑品はまれで微斑晶的である。石基は斜長石・角

閃石・黒雲母を主成分とし，少旦の間隙充填状石英を伴う。これらの石基鉱物の容趾比は，

それぞれ，37．6～52．7，23．3～29．2，14．0～38．7，0～6．1である。角の丸みをおびた長柱状

のチタン鉄鉱を副成分として含む。

　斜長石は半自形～自形で，Naに富む斜長石リムが発達する。角閃石は帯褐緑色～明緑色

で，半自形～他形である。角閃石微斑晶はいくつかの明緑色で細粒の角閃石粒の集合体に変

化している。この角閃石集合体は一般に球形に近い外形をもっているが，やや伸長して片理

（東西走向で壁岩の深成岩中の片麻構造に連続する）に平行に配列することがある。このよう

な再結晶角閃石粒の集合体はWATTERsoN（1968）やSpRY（1969）によっても記載されているが，

これらはdynamic　recrystallizationによって二次的に形成されたものである。黒雲母は褐色

の半自形結晶で，しばしば角閃石を交代する。

　第III期塩基性岩脈　　一般に帯褐青緑色～帯緑灰色を呈し，第1期・第II期塩基性岩脈よ

り緑色をおびたものが多い。基質は細粒である。斜長石斑晶を2～27％含む岩脈はあるが，

角閃石斑晶はまれで微斑晶的なものが多い。少量の単斜輝石を含む岩脈もいくらかある。石

基は斜長石・角閃石・黒雲母を主成分とし，少量の石英を間隙充填的に含む。石基鉱物の容

趾比は，それぞれ，44．5～49．0，21．9～47．5，0～22．6，0～6．5である。一般に黒雲母の含

有量は第1期・第II期塩基性岩脈と比較して少ない。チタン鉄鉱やリン灰石を副成分鉱物とし

て含む。

　顕微鏡下での特徴は，a）田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体・南風台花醐閃緑岩体・吉野花闘閃

緑岩体などに貫入した岩脈と，b）小豆島アダメロ岩体に貫入した岩脈とではやや異なってい

る。
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　a）の場合，斜長石は半自形～自形で，Naに富む斜長石リムの発達が顕著である。角閃石

は帯褐緑色で自形性が強く，しばしば褐色の核をもつ。まれに淡緑色～無色のリムがみられ

る。角閃石を交代する褐色の黒雲母が多く含まれる。b）の場合，斜長石は半自形～自形で，

累帯構造はみられるが，明瞭なNaに富む斜長石のリムはない。緑泥石・絹雲母・緑レン石・

ユウレン石などの微粒結晶の出現によって，核部を中心に濁っている。角閃石は淡緑色の半

自形～他形結晶が一般的であるが，結晶粒のあるものは淡緑色の繊維状結晶の集合体からな

る仮像になっている。黒雲母は減少し，しばしば緑泥石化している。また，単斜輝石のセク

タ構造の発達やチタン鉄鉱の裂状骸贔の形成など急冷を示す組織はb）の場合の方が顕著で

ある。小豆島アダメロ岩体に貫入した岩脈であっても，花陶岩物質の浸潤をうけたものはa）

の場合の岩脈に近い特徴を示す。

　第IV期および第V期塩基性岩脈　　これらの時相の塩基性岩脈は上記のより早期に活動し

た塩基性岩脈とはやや異なった特徴を示す。岩石の色は第III期の塩基性岩脈よりさらに緑色

である。微斑晶として単斜輝石・角閃石・斜長石を含むほか，まれに少量の斜長石斑晶を伴

う。石基は短冊状斜長石・単斜輝石・チタン鉄鉱とこれらの結晶粒間を埋める緑泥石・スフェー

ン・緑レン石などからなるインターサータル組織を呈する。単斜輝石の量は斑晶および石基

中のものを合わせると10％以上になる。いずれも顕著なセクタ構造を示す。単斜輝石は角閃

石より多い。黒雲母は全く含まれていない。稀に斑状の石英がみられることもこの時相の塩

基性岩脈の特徴である。角閃石はほとんどすべて緑泥石に交代されているが，一部に淡褐色

種の角閃石が残っている。石基および斑晶の斜長石の変質も著しく，絹雲母・緑レン石・方

解石等の微粒結晶によって交代されていて，全体としてきたない。副成分鉱物としてチタン

鉄鉱を含むが，いずれの結晶も典型的な裂状骸晶である。

　上記の塩基性岩脈の特徴を第1期から第V期まで通してみると，次のようになる。後期に

活動した岩脈ほどより低温で変質した特徴があらわれている。また，変質の程度は第IV期や

第V期の塩基性岩脈で特に顕著である。初生の有色鉱物は，第IV期や第V期の岩脈とそれ

以前の岩脈とでは大きく異なっている。後者は角閃石が卓越し，前者では角閃石よりむしろ

単斜輝石が卓越している。

　（b）中・酸性岩脈

　小豆島の第1期と第II期の酸性岩脈の岩質はいずれも斜長石一トナール岩質斑岩である。第

III期の中・酸性岩脈は4つの岩質が区別されている。中性岩脈として角閃石一斜長石一花嵩閃

緑斑岩，酸性岩脈として花嵩斑岩・斜長石一花闘岩質斑岩・フェルサイトである。以下，それ

ぞれの岩石記載を行なう。

　斜長石一トナール岩質斑岩　　斜長石斑晶（径1～2㎜）を含むが，その量は5％前後であ

る。石基は斜長石・石英・カリ長石・黒雲母・角閃石からなる等粒状完晶質組織を呈し，鉱

物容量比は，それぞれ，50．5～51．5％，31．1～31．4％，5．0～4．8％，5．3～11．8％，0．6～5．7％

である。副成分鉱物としてジルコン・リン灰石・褐レン石がある。斜長石は半自形～自形で，

累帯構造をもつ。斜長石斑晶は微小破断面を生じ，石英・黒雲母・カリ長石に浸入されてい

ることがある。石英はほぼ球状であるが，外形は小さな凹凸をもって他鉱物と噛み合ってい

る。カリ長石は他形で，格子構造や細ひも状パーサイトがみられる。角閃石は明緑色～緑色
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種ぞ虫喰い状である。黒雲母は褐色の半自形葉片状結晶で，独立結晶として散在するほか，

集合体を形成することもある。しばしば片理を形成する。角閃石を交代している。

　角閃石一斜長石一花醐閃緑斑岩　　斑晶の量は65～70％に達する。斜長石斑品は自形～半自

形卓状（径1～10㎜）で，弱～中程度の累帯構造を示す。核部は部分的に絹雲母・緑レン石・

緑泥石などに変質している。角閃石斑晶は自形長柱状（径1～15㎜）で，褐色種・淡黄褐色

種・淡背色種などがある。しばしば緑泥石化している。微斑晶として単斜輝石を含むことが

多い。まれに球状の石英斑晶をごく少量伴うことがある。石基は斜長石・石英・カリ長石か

らなり，一般に微晶質であるが，一部に球穎組織や微文隷組織がみられる。副成分鉱物とし

てリン灰石がある。

　この岩脈には，数cm～数10　cm程度の暗色包有物が含まれることがある。一般に暗色包有物

を含む岩脈で斑品が粗粒である。

　花醐斑岩　　斑晶の量は50～70％に達する。斜長石斑品は半自形卓状（径2～15㎜）で，

累帯構造がみられる。しばしば著しい絹雲母化作用をうけている。石英斑晶は球状（径2～15

㎜）で融食されている。角閃石や黒雲母があるが，緑泥石化が著しい。カリ長石斑晶は鼠が

少なく，絹雲母化している。石基は斜長石・石英・カリ長石からなり，等粒状完晶質でしば

しば文象組織がみられる。副成分鉱物として褐レン石・リン灰石・ジルコン・チタン鉄鉱（？）

がある。

　この岩脈にもほとんどの場合，数cm～10数cmの暗色包有物が含まれている。岩脈の側壁の

近房では，岩脈貫入時のflow　differentiation（BHATTcHARJI　and　SMI’rH，1964：BHA’r’rcllARJI，

1967；KoMAR，1972）によって斑品が中央部に移動し，フェルサイト様岩になっていることが

ある。

　斜長石一花醐岩質斑岩　　斑晶は斜長石（径2～5㎜）のほか，まれにごく少量の石英・角

閃石（褐色種）・黒雲母（黄褐色種）などもみられる。石英は径0．1～0．2㎜程度の球状微斑

晶として含まれることの方が多い。斑品の虻は5～7％である。石基は隠微晶質あるいは微

晶質であることが多いが，ときに石基の一部に大きな球顧を生じていたり，石基の全体が小

さな球頼の集合体であったりする。

　フェルサイト　　ー般に無斑晶であるが，径0．5～1㎜程度の斜長石微斑晶を含む岩脈も

ある。両者の間で複合岩脈が形成されることもある。無斑品岩相の貫入が先行している。角

閃石（帯緑褐色～緑色種）や黒雲母（褐色種）の針状微斑晶（径0．1～0．3㎜）を含む岩脈も

あるが少ない。石基の組織は多様な変化を示す。それは岩脈ごとに，あるいは岩脈の中央部

から周辺部に向かっても認められる。観察された石基の組織はi）隠微晶質ii）微品質iii）

全体は隠微晶質あるいは微晶質であるが，一部に大きな球頼が散在する組織iv）全体が小さ

な球顯の集合体V）微文象組織vi）微晶質組織の一部に微文象組織が発達する場合などが

ある。

　3．活動期を異にする岩脈の貫入関係

　Plate　3－2は第1期の塩基性岩脈および塩基性一酸性複合岩脈を切断する第II期の塩基性

一酸性複合岩脈を示す。

　FIG．11は，第II期の塩基性一酸性複合岩脈に貫入する第III期の塩基性岩脈を示す。黒雲母
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一角閃石一石英閃緑岩相に発達する東西走向の片麻構造と連続する片理が，第II期の複合岩脈

の中にも発達している。第III期の塩基性岩脈はこの片麻構造を切って貫入している。

　Plate　4－1は第1期の塩基性岩脈を切断する第II瑚の塩基性岩脈である。

　FIG．12は第III期のフェルサイト岩脈を切断する第IV期の塩基性岩脈を示す。

　第IV期の塩墓性岩脈と第V期の塩塞性岩脈との閲の貫入関係は蕪崎の海岸でみられるが，

露出状況は悪い。

2
3

o磯eご

RG．11　Basic　dyke（3B）of　the　third　generation　cutting　basic（2B）・acid（2A）

　　　c◎！npos薫te　dyke　of　the　second　generat童on．　Gneissosity　runs　across　the

　　　mutur識l　junction　between　the　baslc・acid　composite　dyke　and　lts　host

　　　〔biotite・horblende・quartz　diorite（dark　coloured　facies（QD）and　light

　　　co韮◎犠ぎed窺｛搬a蕪t董¢facle§（T）〕，b犠t　the　baslc　dyke◎f　the之h董どd　ge総eどati（m

　　　cuts　the　gneissosity，　The　Tanoura　Peninsula．
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FIG．1213asic　dyke（413）of　the　fourth　generation　cutting　felsite　dyke（F）of　the

　　　thlrd　ge総eratlo蕊．　A捻expos矯re　il｝the　bott◎m　of　the　Akashlba　rlver，

°　　　　　northeast　of　Ikeda．

　　　Ad：biotite・adamellite（type　I）

C．深成岩中における岩脈の産状

　1．接触部の特徴

　多くの岩脈では，壁岩に対して急冷細粒相を形成している。急冷細粒相の魑は通常数MIIIか

ら2～3α隷程度であるが，幅の狭い岩脈では鏡下でのみ確認しうるほど狭いことも少なく

ない。

　一方，岩脈が壁岩に対して与えたであろうと思われる熱変成作用の痕跡は，大部分の岩脈

で観察されない。これは帆の比較的広い岩脈においてもそうである。ごく稀に岩脈との接触

部の花嵩岩の有色鉱物が，赤褐色の黒雲母葉片状結晶の集合体に変化しているのが観察さ

れた。

　岩脈と壁岩との接触部で観察される現象で特紀すべきことは，深成岩の示す破砕構造であ

る。一般に破砕構造は岩脈に沿って螂1～2㎜以下の領域に発達しているが，酸性岩脈の壁

岩では，これよりもやや広くなって吟ることがある。通常，このような破砕部では，深成岩

を構成する鉱物粒は角ばった結品破片としてばらばらに分散しているのであるが，個々の破

片はいずれも顕著な波動消光を示さない。そして，しばしば岩脈から派生した細脈が，破砕

部へ浸入しているのが観察される。

　ここで小豆島で観察された岩脈のうちで比較的早期に活動したものは，しばしば，周囲の

深成岩から派生した深成岩物質に浸潤されていることを指摘しておきたい。このような岩脈

においても，多くの場合，岩脈の接触部には急冷相とみられる細粒相が存在し（Plate　4－2，

Plate　4－3），岩脈に沿って深成岩には破砕構造が形成されているのが観察される。しかしな
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がら，．細粒相の観察されない岩脈はより早期の活動時相のもの（ほとんど塩基性岩脈である）

に数多く存在することも事実である。

　WALKER（1969）は，壁岩の花陶岩の温度と岩脈の温度との差が大きい場合には急冷細粒相

が形成されるであろうが，花醐岩が高温にある冷却過程の早期に貫入した岩脈では，岩脈の

側壁は直線的でなく小さな凹凸があって波打ち，急冷細粒相も形成されないであろうと述べ

ている。しかし，WAGER　and　BAiLEy（1953）やRooBoL（1971）は，花闘岩マグマと塩基性

（岩脈）マグマとの物質の差によってできる必然的な温度差によって急冷細粒相は十分に形成

されると主張している。小豆島の場合，第1期，第II期の塩基性岩脈の多くは幅50　cm以下と

狭いので，急冷細粒相が形成されたとしても数㎜以下であったであろうと思われる。このよ

うな細粒相は，一旦は形成されたとしても，岩脈固結後周囲の花陶岩の熱によってあるいは

花醐岩物質との反応によって再結晶し失われてしまった可能性がある。第1期，第II期の塩

基性岩脈の側壁が直線的であることもその可能性を支持するかもしれない。

　CHAPMAN（1962）は，塩基性岩脈の割れ目に沿って浸潤した花醐岩物質によって塩基性岩

脈がmetasomaticに交代されて形成された細粒相に対して真の急冷細粒相と区別するため

に“pseudochilled　zone”という名称をあたえた。小豆島の場合，岩脈を切断する深成岩物質

と岩脈との接触部には急冷細粒相や破砕構造は観察されない。深成岩物質は明らかに岩脈の

両側壁面に形成された細粒相を切っているので，小豆島の岩脈に発達する周縁細粒相は

pseudochilled　zoneではなく，真の急冷細粒相である。

　上記のような深成岩物質に浸潤された岩脈における壁岩の破砕部の特徴は次のようなもの

である。石英は縫合した細粒再結晶石英粒の集合体として観察される。斜長石の多くは岩脈

によってシャープに切断されているのが累帯構造の切断から読みとれる。また，ある斜長石

においては，双晶面の湾曲や細粒化が認められる。カリ長石は斜長石と同様にいくつかの細

粒結晶に分かれたり，著しい波動消光を示したりしている。黒雲母には舅開面の湾曲やキン

クバンドが発達する。

　一方，接触部に沿って数㎜程度の幅で，岩脈の角閃石は黒雲母によって交代されているこ

とがあるが，その程度は接触面に向かって次第に強くなり，接触部では黒雲母だけになって

いる。

　以上の観察から，岩脈は壁岩に破断面が形成されたところへ貫入したものであるというこ

とができる。早期の岩脈貫入時においても，壁岩の構成鉱物種のすべてがほとんど晶出して

いたことは明らかである。

　2．岩脈への深成岩物質の浸潤

　小豆島では，第1期から第III期までの岩脈のあるものは，岩脈をとりまく周囲から深成岩

物質の浸潤によって切断されている。岩脈に浸潤している深成岩物質の浸潤の形態はFIG．13

の模式図に示されているような4つの型に分類される。

　タイプAの浸潤’深成岩物質の脈（浸潤脈）は岩脈とその壁岩の深成岩を共に切断して

いる。

　タイプBの浸潤　　浸潤脈は岩脈と壁岩の接触面から岩脈の内部に向かって発達し，その

脈が壁岩中にのびることは稀である。浸潤脈の深成岩物質と壁岩の深成岩とは岩質が異なり，
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両者ははっきりした境界をもっている（Plate　5－1）。一般に浸潤脈は岩脈と壁岩との接触面

に高角度（垂直に近い）で発達することが多い。

　タイプCの浸潤　　主に岩脈に垂直な面に沿って浸入した深成岩物質によって岩脈が分離

させられているのであるが，浸潤した深成岩物質と壁岩の深成岩とは漸移し，野外で識別し

がたい（Plate　4－3）。この型の浸潤では，浸潤による分離間隔はかなり広くなっている。

　タイプDの浸潤　　岩脈と壁岩との境界に沿って深成岩物質が浸入している。多くの場合，

浸潤脈は岩脈を包み込むように岩脈の両側面に発達している（Plate　5－2）。浸潤脈の帆は広

いこともあるが，幅2～3cm以下のことが多い。　Plate　5－2でも明らかなように，浸潤脈と

壁岩の深成岩との接触面は直線的であるが，浸潤脈と岩脈との接触面は凹凸である。浸潤脈

は壁岩中に分岐脈を発達させることは稀であるが，岩脈にはしばしば多数の脈が浸入し，い

わゆる11et・veined　strμctureあるいはnet・veined　complex（ELwELL　et　aL，1962，　RooBAL，

1971）が形成されている（Plate　5－3）。網状の深成岩物質の脈にとりこまれた岩脈の個々の

ブロックは，一般に岩脈の方向に平行な長軸をもちやや丸みをおびた形態を示している。こ

のことから，他地域のnet・veined　complexでは，海底に噴出した玄武岩の枕状溶岩の産状に

比較され，ピロ（pillow）という名称で記載されることも少なくない　（ex．　RooBAL，1971，

WIEBE，1973）。

　以上に記した4つの型の浸潤現銀に共通して言えることは，岩脈に浸潤した深成岩物質の

脈はしばしば岩脈の壁面に対して高角度（多くは垂直に近い）であることである。そして，

深成岩物質の脈によって切断された面と岩脈の壁面とが交差する隅の部分は，net・veined　com・

plexを別にすると，ほとんど角ばったままである。このような現象は，一般の岩脈に卓越す

る貫入面に垂直な方向の節理に沿って深成岩物質が浸潤したことを示すのかもしれないが，

岩脈の貫入面に垂直な方向に圧縮されたとき，より流れやすい深成岩の流動によって堪基性

岩脈が引っ張られ，一種のブーダンが形成されたことを示すのかもしれない。この現象が一

種のブーダンであるとすると，岩脈は切断される時ほとんど塑性変形することはなく，隅の

部分は角ばったままであった。堪基性一酸性複合岩脈では，浸潤脈は塩基性岩を完全に切断し

ているが，その内側の酸性岩の中にはほとんど浸入していないということがしばしば観察さ

れる（Plate　6－1）。このことは，ブーダン形成は深成岩との延性度較差（ductility　contrust）

の大きい塩基性岩脈では容易に起こり得たが，延性度較差の小さい酸性岩脈は脆性破壊され

ることなく流動した，ということを示しているのかもしれない（RAMBERG，1955参照）。

　いまひとつ注目される点はしばしば岩脈内の面構造に沿って浸潤脈が発達しているという

ことである（Plate　6－2）。第III期の塩基性岩脈では，面構造をもった岩脈の半数以上が深成

岩物質の浸潤をうけ，しばしば，その浸潤脈は面構造に沿っている。同様の例はWATTERSON

（1968）によって南グリーンランドの先カンブリア期の塩基性岩脈の場合が報告されている。

　タイプCの浸潤脈は別として，他の3つの型の浸潤脈を形成している深成岩物質は，壁岩

の岩石と較べて一般に細粒で優白質である。吉野花陶閃緑岩体では細粒アダメロ岩・細粒花

嵩岩・アプライト質花陶岩，田ノ浦ハンレイ岩質複合体では細粒トナール岩が浸潤脈を形成

していることが多い。浸潤脈が石英脈や石英・長石脈であることもある。また，ペグマタイ

ト脈が浸潤脈となっていることもある。
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FIG．13　Simplified　illustration　of　four　types　of　injection　of　plutonic　materials　and

　　　their　frequency　among　basic　dykes　of　the　earlier　three　generations　in

　　　Shodoshima．
　　　1：basic　dyke　with　chilled　margins，2：injection　vein　issuing　from　the

　　　wal1，3：wall　rock．

　一本の岩脈に様式を異にする浸潤脈が共生して発達することも稀ではない。第1期から第

III期までの塩基性岩脈について，浸潤脈の型の出現頻度を調査した結果がFIG．13に示してあ

る。この表から次のような特徴を読みとることができる：いずれの活動期の岩脈においても

タイプBとタイプCの浸潤脈の出現頻度が高い。それに対してタイプAの頻度は低い。タイ

プDは第1期と第II期の岩脈では観察されるが，第III期の岩脈では観察されていない。

　第1期と第II期のすべての岩脈は多かれ少なかれ深成岩物質の浸潤をうけている。しかし

ながら，第III期の岩脈では，深成岩物質に浸潤されているのは大部分が塩基性岩脈で，その

数は測定された塩基性岩脈（705本）の約10％である。浸潤をうけた塩基性岩脈は吉野花嵩

閃緑岩体と小豆島アダメロ岩体（黒雲母一アダメロ岩相（タイプ1））の両者において観察さ

れたが，その頻度は吉野花南閃緑岩体の方が高い（FIG．14）。中・酸性岩脈で深成岩物質に浸

潤されているものは，フェルサイト岩脈が2本，角閃石一斜長石一花陶閃緑斑岩岩脈が2本で

あるが，これらの中・酸性岩脈はいずれも吉野花醐閃緑岩体の中に貫入したものである。

　岩脈に浸潤した深成岩物質の特徴を知るために，岩脈を切断した浸潤脈と壁岩の岩石とを

比較してみることにしよう。ここでは，黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相に貫入している第1期

および第II期の塩基性岩脈について検討した結果を示そう。これらの塩基性岩脈はタイプA

からタイプDの浸潤脈によって切断されている。壁岩および浸潤脈の岩石を鉱物容量比でみ

ると，どの岩脈も斜長石・角閃石（カミングトン角閃石を含む）・石英を主成分鉱物とし，カ
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FIG．14　Map　showing　the　distribution　of　basic　dykes　of　the　third　generation　which

　　　indicate　synplutonism．

リ長石は含まれていても微量である。Q－Pl－K三角ダイアグラムにプロットすると，壁岩の岩

石はいずれも石英閃緑岩の領域に落ちるが，浸潤脈の岩石はトナール岩の領域に落ちる（FIG．

15－a））。壁岩の岩石に含まれる斜長石の平均含有量は57．5％，浸潤脈の岩石中のそれは

56．2％で，両者にそれほど大きな差異は認められない。そこで，量比の著しく大きい3鉱物，

石英・角閃石・黒雲母について三角ダイアグラムで比較すると，浸潤部では著しく角閃石が

少なくなって黒雲母と石英とが増加する傾向が認められる（FIG．15－b））。この傾向は野外で

は壁岩の岩石とそれほど差異が認められないタイプCの浸潤脈においてもみられる。そして，

両者の斜長石の核部の組成はAn　70－50でほとんど変わらないが，リムの組成は壁岩の岩石

ではAn　45－35，浸潤脈の岩石ではAn　45－25となって，浸潤脈の岩石においてよりAbに冨ん

だ斜長石が形成されている。カリ長石は共に微量であるが，浸潤脈の岩石で増加している。

　しかしながら，吉野花商閃緑岩体や小豆島アダメロ岩体では，壁岩の岩石とタイプCの浸

潤脈の岩石との間で，鉱物容量や鉱物の化学組成がほとんど区別できないという結果が得ら

れている。
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FIG．15　Modal　Q（quartz）・P（plagioclase）・K（potassium　feldspar）diagram（A）and

　　　Modal　Q（quartz）・Hb（homblende）・Bi（biotite）diadram（B）for　biotite・

　　　hornblende・quartz　diorite　and　injection　veins　issuing　from　it．

　　　1：0riginal　wall　rock　of　dykes，2：injection　of　type　A，3：injection　of

　　　type　B，4：injection　of　type　C，5：injection　of　type　D．

D．まとめと考察

　1．小豆島における深成岩類の冷却史の中での岩脈活動の位置

　小豆島では，岩脈群は5つの主活動期に区分され，異なった活動期の岩脈の間で貫入関係

が確認された。同一の活動期の岩脈群の中では，塩基性岩から酸性岩へと活動し，早期の塩

基性岩脈と晩期の酸性岩脈とがしばしば複合岩脈をつくっている。このことは，塩基性岩か

ら酸性岩へというひとつの岩脈活動のサイクルは比較的短時間に起こったことを示唆して

いる。また，横山ほか（1976）・横山（1979）が述べているように，塩基性岩脈の多くは幅

1m以内で，酸性岩脈も数m以内のものが多い。したがって，岩脈が冷却に要した時間を推

定すると，塩基性岩脈で数時間，酸性岩脈でも数10～数100時間の間に大部分のものが冷却・

固結したということになる（JAEGER，1968参照）。冷却に長時間を要する深成岩体と比較する

と，1サイクルの岩脈活動は一瞬のでき事であるとみなすことができる。

　岩脈群をタイムマーカーとみる時，早期の3つの活動期の岩脈活動は，深成岩類の活動と

平行して起こっている。タイム・マーカーとしては東西走向の片麻構造も使用できよう。こ

の片麻構造の形成時期は，第II期岩脈群活動後，第III期岩脈群活動前である（FIG．11参照）。

そこで時間軸（たて軸）として5つの岩脈群の活動時期と片麻構造形成時期をとり，深成岩

類の各岩相の活動期を記入したのがFIG．16である。なお，田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の複

輝石一角閃石一ハンレイ岩相および南風台花嵐閃緑岩体の各岩相は，現時点では，片麻構造形成

以前にすでに貫入定置していたということしかいえないのでFIG．16には入れていない。

　第1期岩脈群活動以前　　第1期の岩脈は田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の黒雲母一角閃石

一石英閃緑岩相（QD1）・優白質黒雲母一アダメロ岩相（LAd），吉野花南閃緑岩体の角閃石一黒
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FIG．16　Plutonic　history　of　Shodoshima．

　　　　　A－→B：Aintrudes　into　B

雲母一花岡閃緑岩相（YGD）・黒雲母一アダメロ岩相（YAD）・斑状アプライト質黒雲母一アダ

メロ岩相（YAp）に貫入している。これらの深成岩類は，第1期の岩脈群活動以前にすでに

岩脈貫入の必要条件　　破断面形成が可能な状態　　をもっていたといえる。しかしながら，

これらの深成岩類は同時に第1期の岩脈を切断している。

　　次の2つの貫入関係は第1期岩脈群活動以前であったと考えられる。ひとつは，．角閃石一黒

雲母一花醐閃緑岩相（YGd）と黒雲母一アダメロ岩相（YAd）との関係である。両者は分布が

密接で，三都半島の谷尻や田ノ浦半島の塩谷鼻では交互にくり返し出現する。そして，鳥の

東部の北谷の海岸では，黒雲母一アダメロ岩相（YAd）は角閃石一黒雲母一花陶閃緑岩相（YGd）

を捕かくしているが，両者の境界は漸移的でシャープではない。

　　いまひとつは，斑状アプライト質黒雲母一アダメロ岩相（YAp）と，角閃石一黒雲母花醐閃

緑岩相（YGd）や黒雲母一アダメロ岩相（YAd）との関係である。現在，前者は後者の2岩相
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中に包有されており，捕かく岩であるかのようにみえる。’しかしながら，ある産状は，初生

的には前者が後者に岩脈状岩体として貫入したものが後に分断されて現在のようになったと

いう解釈も可能である。

　第1期岩脈群活動後から第II期岩脈群活動以前　　第II期の岩脈は田ノ浦ハンレイ岩質複

合岩体の黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD1）・黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相

（QD2）・角閃石一ハンレイ岩相（HGb），吉野花嵩閃緑岩体の角閃石一黒雲母一花陶閃緑岩相

（YGd）・黒雲母一アダメロ岩相（YAd）に貫入している。したがって，これらの岩相はこの時

岩脈貫入の必要条件（破断条件）をもっていたということになるが，角閃石一ハンレイ岩相

（HGb）を除く上記の4岩相は，第II期岩脈群に逆貫入している。

　Plate　7－1は第1期塩基性岩脈貫入後，片麻構造形成前に黒雲母一カミングトン角閃石一石

英閃緑岩相（QD2）が優白質黒雲母一アダメロ岩相（LAd）に貫入したことを示すものである。

はじめに述べたように，黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）は第II期岩脈群に

貫入されているので，黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）の貫入は第II期岩脈

群活動以前である。

　角閃石一ハンレイ岩相（HGb）は黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD，）・黒雲母一カミングト

ン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）・優白質黒雲母一アダメロ岩相（LAd）・角閃石一黒雲母一花商閃

緑岩相（YGd）『に貫入している。黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）の中に

おいては，暗色包有物を切断しており，貫入関係は明白である（Plate　6－3）。また，角閃石

一ハンレイ岩相は上記の壁岩の岩相に対して細粒相を形成している（たとえば，Plate　1－1）

が，それは壁岩から派生した脈によって切断されている。この関係は深成岩物質の浸潤をう

けた塩基性岩脈にみられる現象に比較されるもので，角閃石一ハンレイ岩相（HGb）の細粒相

も急冷周縁相であると考えられる。

　第II期岩脈群活動後から第III期岩脈群活動以前　　第II期岩脈群活動後，田ノ浦ハンレイ

岩質複合岩体ではトナール岩質岩の活動が著しく活発になる。それはトナール岩質岩がしばし

ば第II期の塩基性岩脈に浸潤していることから推定される。いくつかの例を示そう。Plate　7

－ 2の例では，第II期塩基性岩脈貫入後，片麻構造形成前に角閃石一黒雲母一トナール岩相（T、）

が黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD1）に貫入したことを示す。黒雲母一トナール岩相（T2）

はしばしばタイプAの浸潤脈として，｝黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD1）や黒雲母一カミング

トン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）に貫入した第II期岩脈群に逆貫入している（Plate　8－1）。

また，黒雲母一トナール岩相（T2）は片麻構造形成以前に吉野花陶閃緑岩体の角閃石一黒雲母

一花南閃緑岩相（YGd）や黒雲母一アダメロ岩相（YAd）に貫入し，　Plate　8－2にみられるよ

うに，壁岩の一部を捕かくしている。大泊の北の海岸では，黒雲母一アダメロ岩相（YAd）の

中において，片麻構造形成以前に黒雲母一トナール岩相（T2）が第II期塩基性岩脈を切断して

いるのが確認されている。FIG．11の例では，黒雲母一角閃石T石英閃緑岩相（QD1）の優白質

岩相（トナール岩質）（T）が片麻構造形成前に第II期の塩基性一酸性複合岩脈を切断したこと

を示す。

　第III期の塩基性岩脈が，田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体のいくつかQ岩相に貫入することが

観察されている。しかしながら，そこでは一般に壁岩からの浸潤脈はみられない。角閃石一黒

雲母一トナール岩相（T1）や黒雲母一トナール岩相（T2）は田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の他
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の構成岩相によって貫入されていない。したがって，田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の活動は，

角閃石一黒雲母一トナール岩相（T，）や黒雲母一トナール岩相（T、）などのトナール岩質岩相の

形成を最後に終息したといえる。

　第III期の岩脈群の貫入に先だって，東西走向の片麻構造を形成せしめる変形作用があった。

この変形作用は，田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体・吉野花陶閃緑岩体・南風台花1淘閃緑岩体に

及んでいる。

　東西走向の片麻構造を形成せしめた変形作用に次いで，小豆島アダメロ岩体の定置が起

こっている。島の東部の谷尻の北では，小豆島アダメロ岩体の無雲母一アダメロ岩相（タイ

プ1）（SAd1）が吉野花岡閃緑岩体の角閃石一黒雲母一花陶閃緑岩相（YGd）の片麻構造を切っ

て貫入する（Plate　8－3）。また，三都半島の牛ケ浦の西部では，黒雲母一アダメロ岩相（S

Ad1）が吉野花1劇閃緑岩体の斑状アプライト質黒婁母一アダメロ岩相（YAp）を捕かくしてい

る。小豆島アダメロ岩体の黒雲母一アダメロ岩相（タイプ1）（SAd，）は同岩体の斑状黒雲母

一 アダメロ岩相（SAd3）の岩脈に貫入されているのが灘山付近の海岸で確認されているが，同

岩体の黒雲母一アダメロ岩相（タイプII）（SAd2）と他の岩相との関係は不明である。

　吉野花陶閃緑岩体の黒雲母一アダメロ岩相（YAd）の分布域は，沓掛ほか（1979）の分類区

分による，塊状岩相を特徴とする「小豆島花醐岩の中の池田型花醐岩相」の分布域と重なる

ところが多い。しかしながら，前述したように，黒雲母一アダメロ岩相（YAd）には東西走向

の片麻構造が発達しているので，片麻構造形成後定置した小豆島アダメロ岩体と同時相であ

るとすることはできない。

　第III期の岩脈は，南風台花醐閃緑岩体・吉野花岡閃緑岩体・小豆1島アダメロ岩体のほとん

どの構成岩相に貫入している。これらの岩脈はしばしば花嵩岩中のアプライト脈やペグマタ

イト脈を切断しているが，角閃石一黒雲母一花1朗閃緑岩相（YGD）・蝋雲母一アダメロ岩相

，（YAD）・黒雲母一アダメロ岩相（SAd）に貫入した塩基性岩脈の約10％程度のものはこれら

の深成岩類から浸潤をうけている。

　田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体はしばしば角閃石一黒雲母一花1朗閃緑岩相（YGd）から派生し

たアプライト脈等によって切断されている。これらのアプライト脈の多くは片麻構造を切っ

て貫入している。先に述べたように，花陶岩中のアプライト脈の多くが第III期岩脈群によっ

て切断されていることからすれば，これらのアプライト脈が田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体に

貫入したのは，片麻構造形成後から第III期岩脈群活動前と推定される。

　閃長岩類は，村上（1976）°が述べているように，交代作用（閃長岩化作用）によって既存

の花高岩質岩石より変化したことを示唆するいくつかの産状を示す。閃長石化作用は，第III

期の塩基性岩脈の貫入後に形成されたカタクレーサイト脈に沿って起こっているこことがあ

る。また，あるアプライト脈や第III期の花陶斑岩岩脈は，それらの組織や岩脈（脈）の形状

を留めたままで壁岩の花醐岩と共に閃長岩化している。かくして，閃長岩化作用は片麻構造

形成後，第III期の塩基性岩脈活動前から第III期の酸性岩脈活動期ごろにかけて起こったと推

定される。

　第III期岩脈群活動後　　吉野花醐閃緑岩体の角閃石一黒雲母一花聞閃緑岩相（YGd）・黒雲母

一 アダメロ岩相（YAd）や小豆島アダメロ岩体の黒雲母一アダメロ岩相（S　Ad、）の活動は，第

III期の塩基性岩脈貫入後しばらくして終息したらしく，第III期の中・酸性岩脈で深成岩物質
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の浸潤をうけた岩脈はきわめて少なくなる。第IV期・第V期の岩脈に対してはまったく浸潤

していない。

　先に記したように，塩基性岩脈にみられる角閃石や斜長石の変質の程度は，後期に活動し

たものほど低温の条件下で形成されたことを示している。また，後期に活動した塩基性岩脈

ほど，単斜輝石やチタン鉄鉱の結晶組織は急冷を示唆している。これらのことは，岩脈形成

時の岩脈をとりまく深成岩の温度状態を反映していると考えられる。第III期の塩基性岩脈で

は，一般に小豆島アダメロ岩体に貫入したものは，吉野花闘閃緑岩体に貫入したものより低

温変質が進行し，急冷しているようにみえる。また，第III期の塩基性岩脈で深成岩物質の浸

潤をうけたものは吉野花陶閃緑岩体に多い。これらのことは，第III期の塩基性岩脈貫入時に

は，吉野花醐閃緑岩体一領家帯の変動期花陶岩体一の方が小豆島アダメロ岩体一山陽帯

の後変動期花陶岩体一より高温であったことを示唆している。

　2．岩脈へ浸潤した深成岩物質の成因

　先に述べたように，小豆島地域に発達する岩脈で早期に活動したものは，貫入後その周縁

の深成岩から浸潤をうけている。この浸潤物質の起源が問題となる。この問題についてこれ

まで述べられてきた考え方のひとつは，岩脈が貫入したとき岩脈を形成するマグマの熱に

よって壁岩が融解されて，浸潤物質が形成されたというものである（たとえば，BLAKE　et　al．，

1965）。ここでは上記の資料を背景としてこの仮説の成否を検討しよう。

　第1期の岩脈は田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD1）・優白

質黒雲母一アダメロ岩相（LAd）に貫入している。第1期岩脈群活動後も田ノ浦ハンレイ岩質

複合岩体の黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD1）・優白質黒雲母一アダメロ岩相（LAd）・角閃

石一ハンレイ岩相（HGb）・黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）等の岩相は活

動している。第II期岩脈群の貫入後には，田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体の黒雲母一角閃石一石

英閃緑岩相（QD1）・黒雲母一カミングトン角閃石一石英閃緑岩相（QD2）・角閃石一黒雲母一トナー

ル岩相（T1）・黒雲母一トナール岩相（T2）等の岩相が活動している。これらの岩脈貫入後そ

れに浸潤した岩相は，量的に岩脈をかなり上まわるものであり，しかも，優白質黒雲母アダ

メロ岩相からの浸潤脈を別とすると，浸潤脈の岩相は酸性でなく中性である。これらのこと

は問題の仮説に不都合な事実である。先に述べたように岩脈と壁岩との接触部では，一般に

岩脈は急冷細粒相を形成しており，壁岩は岩脈に沿って破砕構造を残している。壁岩の鉱物

粒は再結晶作用をうけたという組織を示すが，融解をうけたという組織は示さない。岩脈の

放出熱によって周囲の深成岩体が部分融解をうけたという可能性は小さい。

　Plate　9－1に示された第II期の塩基性岩脈では，タイプDの浸潤をうけたところだけが大

きく蛇行している。この時期の岩脈の一般的形態から判断して，この蛇行が初生的なもので

あるとは思えない。これは岩脈に沿った部分だけではなく，広い領域で壁岩の角閃石一黒雲母

一花醐閃緑岩相（YGd）が変形流動したとみるのが妥当のように思われる。タイプCの浸潤で

は，しばしば岩脈は深成岩物質の浸潤によって大きく引き離され，限られた露頭の範囲では

分離された岩脈それぞれが追跡できないほど大きく流動している（Plate　9－2）。これらの例

は岩脈貫入時に壁岩の岩石が比較的流動しやすい物性状態にあったことを指示するものであ

る。すでに述べたように，岩脈の貫入時に壁岩となる岩石には破断面が形成され，そこに岩
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脈は貫入している。もし深成岩体の中で結晶粒が互いに十分接触し合っていれば，結晶粒の

間に間隙流体が存在していても，造構応力場で破断を生じせしめることが可能である。

　WALKER（1969）がいうように，このような深成岩物質では加わった差応力が小さく，ひず

み速度も小さければ，塑性流動するであろうが，大きな差応力が加わったり，ひずみ速度が

急に大きくなると，脆性破壊を起こすことになるであろう。岩脈の貫入とそれに続いて起こ

るさまざまな現象は，深成岩物質のこのような物性状態をよく反映しているようにみえる。

浸潤脈はやや間隙流体の多かった部分の機械的移動あるいは間隙流体を主体とする物質の選

択的流入として説明されよう。

　先に記したように，黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD1）に岩脈が貫入したとき，壁岩では

斜長石と角閃石との大部分，石英と黒雲母との一部はすでに晶出していた。一方，岩脈への

浸潤脈は石英・黒雲母・カリ長石・Naに富む斜長石の含有蓮が壁岩の岩石と較べて多い物質

で構成されている。このことは岩脈貫入時に壁岩の黒雲母一角閃石一石英閃緑岩相（QD，）に

SiO2・K20・Na20などに窟んだ間隙流体が存在していたことを示唆している。

　花樹閃緑岩相～アダメロ岩相の場合，タイプCの浸潤脈と壁岩の岩石との問では岩相の差

異は識別不可能であった。これは次のように説明できる。石英閃緑岩相では，Naに富む斜長

石・石英・カリ長石など低温でもとけていることができる鉱物群が少なく，角閃石・Ca質斜

長石・黒雲母など低温では難溶性の鉱物群に窟むのに対して，花1朗閃緑岩相～アダメロ岩相

では難溶性の鉱物群は少なく，かなりの部分が低温で可溶性の鉱物群によって構成されてい

るからであろう（PiwiNsKn　and　WyLuE，1968参照）。石英閃緑岩相と比較すると，花醐閃緑

岩相～アダメロ岩相は長時間にわたって大規模に塑性流動が可能で，その過程で岩相は均質

化されたと推察される。

　かくして岩脈貫入時に岩脈のもつ熱によって壁岩が部分融解し，それが岩脈に浸潤したと

いう可能性は本地域では少ないといえよう。しかしながら，岩脈の放出熱は周囲の岩石をよ

り流動しやすくする条件となり得たことは確かである。

III．西南日本内帯の岩脈群一小豆島の岩脈群との対比一

　西南日本内帯には多くの岩脈が発達しているが，その分布様式，貫入方向，深成岩体との

関係，岩石学的特徴などから，その多くは小豆島の各活動期の岩脈群のいずれかに対比可能

であると思われる。ここでいま1度小豆島地域の岩脈群の特徴を整理しておく。

　先に記したように，小豆島の岩脈群は5つの活動時期に区分された。これらの岩脈群は東

西走向の片麻構造の発達によって特徴づけられる変動期深成岩類である領家新期花陶岩類

（南風台花岡閃緑岩体・吉野花醐閃緑岩体）および田ノ浦ハンレイ岩質複合岩体と，後変動期

深成岩類である山陽帯花陶岩類（小豆島アダメロ岩体）に貫入している。第1期，第II期の

岩脈群の分布は変動期深成岩類に限られ，岩脈はそれらに発達する片麻構造形成以前に貫入

している。第III期，第IV期，第V期の岩脈群は片麻構造形成後に活動しており，第III期と第

IV期の岩脈群は変動期深成岩類と後変動期深成岩類にまたがって分布している。第1期，第

II期，第III期の岩脈群の活動は，それらの貫入をうけた深成岩相の構成部分が一部流動可能

で，それらに浸潤し得る条件下で起こった。この時期にはまた，別の深成岩相（岩体）の貫
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FIG．17　Map　showing　the　distribution　of　dyke・domains　of　the　individual　genera・

　　　　　　tions　in　Southwest　Japan．

　　　　　　a）Dykes　of　the　first　generation．　See　also　Table　1．

　　　　　　1：Teshima　and　Oteshima，2：Shodoshima，3：00kushi

　　　　　　b）Dykes　of　the　second　generation．　See　also　Table　2．

　　　　　　1：Shodoshima

　　　　　　c）Dykes　of　the　third　generation，　See　also　Table　3　and　4．

　　　　　　1：0goori，　2－4：Yashiro，5：kuga　in　Ooshima，6：Rakan，7：Gongenzan，

　　　　　　8：0ndo，9：Kashima，10：Kamikamagarijima，11：Matsuyama，12：
　　　　　　Miyanoura　in　Oomishima，13：Hakata，14：Mitsugi・cho，15：Mihara，16：

　　　　　　Ikuchijima，17：Hiraki　in　Innoshima，18：Ikinajima，19：Yugejima，20：

　　　　　　Tashima，21＆22：Misaki，23：Sanuki・Hiroshima，24：Honjima，25：

　　　　　　Mukuchijima　and　Honjima，26：Shimotsui，　Hitsuishijima　and　Igurojima，

　　　　　，27：Shodoshima，28：00kushi，29：Shido，30：Sanbonmatsu，31：Shirotori，

　　　　　　32：Hiyodorigoe．

　　　　　　d）Dykes　of　the　fourth　generation．　See　also　Table　5．

　　　　　　1：Kibe，2：Nibukawa，3：Kagamiura　in　Innoshima，4：Sensuijima，5：．

　　　　　　Teshima，6：Yanahara，7：Ushimado，8：Shodoshima，9：Sennan，10：

　　　　　　Hieizan

　　　　　　e）Dykes　of　the　fifth　generation，　See　also　Table　6．

　　　　　　1：H6fu，2：Inumodori　Gorge，3：00asa，4：Nabara　Gorge，5：Hiro・

　　　　　　shima，6：Kusaki，7：Shinchiku，8：Yokkaichi，9：Nakag6・Oitani，10：

　　　　　　Tenda・Uchiyama，11：Higashimihara，12：Kδyama・Nanachi，13：Nariwa，

　　　　　　14：Yanahara，15：Shodoshima，16：00kushi
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入も起こっている。これに対して第IV期と第V期の岩脈群の活動が行なわれたのは，深成岩

活動が完全に停止した時期であった。岩脈の貫入方向は，第1期が東西，第II期が北西一南東，

第III期が北北西一南南東と北北東一南南西，第IV期が北北東一南南西，第V期が東西であった。

　西南日本内帯で，小豆島の5期の岩脈群に対比される岩脈の多くは，東西走向の片麻構造

の発達によって特徴づけられる変動期深成岩類と，後変動期深成岩体とに貫入している。し

かしながら，従来から領家新期花IS6岩類とされている深成岩体の中で岩体の形態に調和的な

片麻構造の発達によって特徴づけられる後変動期深成岩体（たとえば，柳生花陶岩（桜井・

原，1979），初瀬べ一ズン（KuTsUKAKE，1973）など）には，小豆島の岩脈群に対比される岩

脈活動はみられない。また，蒲野花嵩閃緑岩体（岡村，1957）など領家古期花歯岩類中にも，

小豆島の岩脈群に対比される岩脈活動はきわめて少ない。

　東西走向の片麻構造形成前に変動期深成岩類に貫入した岩脈群は，いくつかの地域で観察

された。これらの岩脈群の示す次のような特徴は，小豆島の第1期の岩脈群にもみられるも

のである：i）多くの岩脈の貫入方向は東西で片麻構造とほぼ平行であるii）塩基性岩脈に

はかなり緩傾斜なものがあるili）深成岩物質の浸潤が著しい。香川県大串半島に発達する先

片麻構造形成期の堪基性岩脈のもつ諸性質は小豆島の第1期岩脈群のそれと類似しており，

貫入面も片麻構造と調和的であるが，その方向はばらつく。これは片麻構造形成後に起こっ

たブロック化・回転によるためである。ここでは一応，これらの岩脈群は小豆島の第1期岩

脈群に対比されるものとしておく（FIG．17－a），　Table　1）。

TABLE　l　NutltBER　oF　DyKEs　AND　TIIEIR　To’rAL　WID’rll　A’r　EAcll　DyKE・DoMAIN　OF

　　　　THE　F！RsT　GENERATIoN

Name　of　locality
Number　in　the
map　of　Fig．17－a）

Basic　dyke　　　Acid　dyke

Teshima　and　Oteshima
Shodoshima
Ookushi

＿
2
0
0

68／14207

85／4734

27／2710

44／2078．

1／500韓

　　　0

．：granite　porphyry，幅：Plagioclase　tonalitic　porpllyry

total　width　of　dykes

nu塞nber　of　dykes／

　片麻構造形成期前に貫入した岩脈群で，北西一南東走向をもち，小豆15の第II期岩脈群に対

比可能な岩脈活動は，小豆島以外の地域では見出されていない。第II期の岩脈群はFIG．

17－b），Table　2に示す。

TABLE　2　Nu“tBER　oF　DyKEs｛｛nd　TiiEll〈　Toi’AL　WiD’rii　A’r　EAcii　DyKE・DoMAIN　OF　TIIE

　　　　SEcoND　GENERATIoN

Name　of　locality
Number　in　the　map
of　Fig，17－b）

　　　　　　1

Basic　dyke　　　Acid　dyke

Shodoshima 77／5852 11／1744“

廓：Plagioclase　tonalitic　porphyry number　of　dykes／total　width　of　dykes
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　変動期深成岩類においては片麻構造形成後に貫入し，後変動期深成岩類にも広く分布して

いる岩脈群には，3つの活動期が認められる。岩脈の貫入方向からみると，北北西一南南東あ

るいは北北東一南南西の走向をもった岩脈群と，ほぼ東西走向をもった岩脈群とにわけられ

’る。さらに前者は，壁岩の深成岩体がなお高温であるときに貫入した岩脈群と，深成岩活動

が完全に終息してから貫入した岩脈群とにわけられる。

　深成岩からの浸潤をうけた岩脈を含む領域は，壁岩が変動期深成岩類の場合，FIG．7－c）

の5・13・22・23・24・25・26・28・29・30・32にみられ，壁岩が後変動期深成岩類の場合，

TABLE　3　NultlBER　oF　DYKEs　AND　TIIEIR　ToTAL　WIDTH　AT　EAcll　DyKE・DoMAIN　oF　THE

　　　　TmRD　GENERATIoN　IN　THE　MAp　6F　FIG．17－c）．

Name　and　number
of　locality

　　　　　　Hb・P1・
Basic　dyke　　granodiorite

　　　　　　　　porphyry

Granite
　　　　　Felsiteporphyry

Ogoori（1）

Yashiro（2）

Yashiro（3）

Yashiro（4）

Kuga　in　Ooshima（5）’，

Rakan（6）

Gongenzan（7）
Ondo（8）

Kashima（9）

Kamikamagarijima（10）
Matsuyama（11）
Miyanoura　in

　　Oomishima（12）
Hakata（13）
Mitsugi・cho（14）

Mihara（15）

Ikuchijima（16）

Hiraki　in

　　　Innoshima（17）

Ikinajima（18）

Yugejima（19）

Tashima（20）
Misaki（21）

Misaki（22）

Sanuki・Hiroshima（23）

Honjima（24）

Mukuchijima　and
　　　Honjima（25）
Shimotsui，

　Hitsuishijima
　and　Igurojima（26）

Ookushi（28）

Shido（29）

Sanbonmatsu（30）
Shirotori（31）

Hiyodorigoe（32）

2／610

53／13425

8／2730

20／1495

15／610

34／4891

25／3110

1／25

　　0
2／180

　　0

5／1445

11／990

38／4160

6／1010

10／383

10／754

15／4383

74／7742

25／3110

14／2580

　　0
43／4687

48／7865

62／9858

29／4210

13／720

　　　　0

12／1267

220／20558

　8／2210

2／1130

　0　・

　0
　0
　0
　0
　0
　0
2／640

　0
　0

　0

　0
　0
　0
　0

　0

　0
　0
　0
　0
　0
　0
　0

　0

　0

　　　0

　　　0

12／7145

21／8200°

　　　0

5／4500

　　0

　　0

　’0

　　0

18／8120

　　0

13／46640

　　0

　　0

7／8920

　　 0

　　 0

　　 0

　　 0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

0

　0
　0
　0
　0
5／4970

36／19680

14／3465

47／24552

　　0
　1／480

10／5960

58／24590

　4／4200

　5／927

　9／2610

110／91274

　　0

　　0
　2／630

　　0
　　0

　3／3864

　1／1600

　　0
58／24590

　　0
9／2750

　　0
　　0

　　0

0

　　0
25／11475

　2／860

114／55990

18／8010

“　‘hybrid’rock　between　basic　and　acid　dykes

　of　dykes

number　of　dykes／total　width
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TABLE　4　NuMBER　oF　DyKEs　AND　TI｛EIR　To’rAL　WID’m　AT　EAcH　DyKE・DoMAIN　oF

　　　　　THE　TlllRD　GENERATloN　IN　SIIoDosli1MA（LocALiTY　NuMB1こR：SEE　TllE

　　　　　MAp　OF　FIG．7），

　　　　　　　　　　　Hb・P1・
Loc．　no．　　Basic　dyke　　granodiorite

　　　　　　　　　　　porphyry

Granite　　　Pl・granitic

porphyry　　　　　porphyry
Felsite

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23／2370

26／3245

13／3990

　　　0
16／3183

67／8482

77／8629

84／9048

151／14244

　　　0
25／2041

　9／665

22／3223

8／794

16／1545

27／3861

34／3965

11／688

　1／100

　　　0
25／2703

19／2178

　　 0

2／1200

10／5140

　　 0

32／22860

33／18322

23／19000

4／2680

9／7900

　　 0

2／780

23／12172

1／45

　　 0

　　0

　　0
2／4680

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

　　0

1／800

　　0

2／4400

4／4940

4／3800

2／4700

　　0

8／11420

2／560

5／9040

　　0

　　0

　0
　0
1／2560

2／2350

　　0

1／1600

　0

　0
　0
　0
1／100

　0
10／2210

3／1720

9／7970

3／1240

　0
　0
　0
5／3335

　0
　0
　0
　0
　0
　0
　0
　0
　0

　　　0

　　　0

2／110

31／9380

17／6020

19／3420

11／3310

33／12008

36／10559

14／4270

31／9185

1／120

5／9060

18／4585

　　0

　　0

　　0
1／75

17／3960

12／3775

　　0

　　0

number　of　dykes／total　width　of　dykes

FIG．17－c）の1・2・6・7・8・12・14・17・19・31でみられた。　FIG．17－c）（Table　3

と4）に示された岩脈群には直接浸潤をうけていないものも含まれているが，それらの岩脈

群もいずれも北北西一南南東あるいは北北東一南南西の走向をもち，岩石の外観，組織，鉱物

組合せ，鉱物容量比などにおいても，小豆島の第III期の塩基性岩脈，中・酸性岩脈と酷似す

る特徴を示す。これらの岩脈群は小豆鵬の第m期岩脈群に対比可能である。

　深成岩活動が完全に終息してから貫入した北北西一南南東あるいは北北東一南南西の走向を

もった岩脈群では，塩基性岩脈は，i）いずれも岩石全体として著しく変質をうけているii）

単斜輝石をかなり多く含むiii）石基はインターサータル組織であるiv）単斜輝石やチタン

鉄鉱の組織は急冷を示すv）もちろん，壁岩からの浸潤をうけることはないなど，小豆島の

第IV期の塩基性岩脈に対比される特徴をもつ。これらの塩基性岩脈と同時期に活動したと考

えられる中・酸性岩脈もある。しばしば複合岩脈や重複岩脈が形成されているが，活動は塩

基性岩から酸性岩へと連続的である。中・酸性岩脈の構成岩石種は第m期のものと同じであ

るが，後者と比較すると，岩石全体として著しく変質している。これらの岩脈群は小豆島の

第IV期岩脈群に対比可能である〔FIG．17－d），　Table　5〕。

　ほぼ東西走向をもつ岩脈群の岩石種は第IV期の岩脈群のそれと同じであり，それらの活動

も塩基性岩から酸性岩へと短時間の問に迎続的に起こっていることが複合岩脈・重複岩脈の
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TABLE　5　NuMBER　oF　DyKEs　AND　TIIF．IR　ToTAL　WIDTII　AT　EAcH　DYKE・DoMAIN　oF・TI｛E

　　　　FouRTIi　GENERATIoN　IN　TllE　MAp　oF　FIG．17－d）．

Name　and　number
of　locality

　　　　　　Hb・P1・
Basic　dyke　　granodiorite

　　　　　　　　porphyry

Granite

porphyry
Felsite

Kibe（1）

Nibukawa（2）

Kagamiura　in
　　　Innoshima（3）
Sensuijima（4）

Teshima（5）

Yanahara（6）

Ushimado（7）

Shodoshima（8）
Hieizan（10）

3／160

47／9403

14／1295

15／2015

31／2118
（9／5077）

15／1365　　’

8／1075

23／2435

　0

　0

　0

　0

　0

　0
2／100

　0

　0

5／1340　　　　　2／3200

　0　　　　　　0

　　　0　　　　　　34／5654　　，

2／2400　　　　0

　0　　　8／720
（6／4800）　　　（3／3150）

6／8110　　　　0
4／2195　　　　　6／4750

　0　　　　　　0

number　of　dykes／total　width　of　dykes

存在によって確かめられる。塩基性岩脈の特徴は小豆島の第V期の塩基性岩脈の示すものと

酷似している。壁岩からの浸潤はうけていない。これらの岩脈群は，瀬戸内地域よりもむし

ろ山陽帯の北側に分布する傾向があるが，第III期，第IV期の岩脈群と重なって分布すること

もある。このような地域では，東西走向の岩脈が北北西一南南東ないし北北東一南南西走向の

岩脈を切断しているのが観察される。とくに第IV期の岩脈群との関係は，小豆島の蕪崎の海

岸でもみられたが，岡山県棚原では棚原鉱山の坑内の好露頭で確認されている〔FIG．17－d）の

6とFIG．17－e）の14〕。以上のことから，　FIG．17－e）およびTable　6に示す東西走向の岩脈群

は小豆島の第IV期岩脈群に対比可能であると考えられる。　　　　　　　　　　　　・

TABLE　6　NuMBER　oF　DYKEs　AND　TIIEIR　ToTAL　WIDTH　AT　EAcH　DYKE・DoMAIN　oF　THE

　　　　FIFTH　GENERATIoN　IN　TIIE　MAp　oF　RG，17－e）．

Name　and　number
of　locality

　　　　　　Hb・P1・
Basic　dyke　　granodiorite

　　　　　　　　porphyry

Granite

porphyry
Felsite

H6fu（1）

Inumodori　Gorge（2）

Ooasa（3）

Nabara　Gorge（4）

Hiroshima（5）

Kusaki（6）

Shinchiku（7）

Yokkaichi（8）

Nakag6・Oitani（9）

Tenda・Uchiyama（10）

Higashimihara（11）

K6yama・Nanachi（12）
Nariwa（13－a）

Nariwa（13－b）

Yanahara（14）

Shodoshima（15）
Ookushi（16）

82／37950

　　　　0

20／2518

　　　0

　　　0
53／10870

13／2120

81／15830

31／4415

19／6410

　2／520

10／2415

　　　　0

116／28070
（13／2971）

6／660

　7／494

　
　
　
む

　

　

　

29

o
o
O
O
c
e
o
o
O
O
O
O
o
o
o
o
o
O

　

　

　

7／

　
　
　
1

　1／700

　3／5130

　2／1330

　　’0

　4／3400

　　0

　　0
　2／980

　1／1200

　　0

　　0
22／85505
　2／1800

　　0
（1／250）

　　0
　　0

4／1350

7／4040

1／300

15／6420

　　0
4／1350

1／20

12／7260

3／3500

　　0
26／13980

68／34410

32／13520

　　0
（1／160）

　　0
　　0

number　of　dykes／total　width　of　dykes
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　第1期から第V期の各岩脈群に共通していえる重要な事実は，塩基性岩から酸性岩へと活

動していることである。油木一成羽地域では，第V期のフェルサイト岩脈群〔FIG．18－a）〕の活

動後，それを切断して多量の塩基性岩脈と少量の花陶斑岩岩脈からなる岩脈群〔FIG．18－b）〕

が活動している。この塩基性岩脈と花岡斑岩岩脈はしばしば複合岩脈を形成し，塩基性岩か

ち酸性岩へと活動したことを示している。塩基性から酸性へという活動サイクルと貫入時期

からすれば，後期に活動した岩脈群は第VI期岩脈群として区別すべきものであるかもしれな

いo

　第1期，第II期，第III期の岩脈群の活動は，壁岩となっている後期白亜紀花陶岩類の冷却

期と重なっている。愛媛県松山〔FIG．17－c）の11〕や香川県白鳥〔FIG．17－c）の31〕の第III

期の岩脈活動に対比される岩脈群は浦河統最上部亜階～ヘトナイ統後期（75－65m．y．）の和泉

層群に不整合に擾われている。

　広島県北部大朝町では，南側に80m．y．の年代を示す広島花醐岩体とそれと接して北側に

38m．y．を示す田所花尚岩（山陰帯花醐岩類に属する）が分布する（東元，1975）。第V期の岩

脈群〔FIG．17－e）の3〕は南側の広島花1朗岩体中にのみ分布し，田所花醐岩に貫かれている。

　これまで述べてきた5つの活動期の岩脈群に対比される岩脈群の分布は領家帯および山陽

帯の花聞岩類の分布領域に限られ，山陰帯の田万川深成岩類（村上，1973）や鉛山送入岩類

（笹田ほか，1979），因美送入岩類（笹田ほか，1979）などの深成岩類に関係の深い岩脈類と

は活動領域からみても岩石学的にも区別されるようである。第IV期および第V期に対比され

る岩脈群も，このような点からみて，後期白亜紀深成岩類と深く関係しているに違いないと

考えているが，’貫入の時代は古第三紀に入るかもしれない。

IV．結　論

　西南日本内帯の後期中生代火成作用は火山活動・深成活動・岩脈群を形成した岩脈活動と

いう貫入様式を異にする3つの火成活動によって特徴づけられる。とくに岩脈活動は深成活

動と時空間的に密接であり，成因的にも密接な関係があると考えられる。

　領家帯に分布する変動期深成岩類および山陽帯に分布する後期変動期深成岩類に貫入した

岩脈群は5つの活動期に区分された。早期の3つの活動期の岩脈群は，これらの花醐岩類が

なお高温で十分流動し得る物性特性をもっている時期に貫入した。しかも，第1期，第II期

の岩脈群は片麻構造形成以前に活動している。一方，後期の2つの活動期の岩脈群は，花陶

岩類の活動が完全に終息した後に貫入した。

　各活動期の岩脈群の活動は塩基性岩から酸性岩へと短時間の問に連続的に起こり，複合岩

脈・重複岩脈を形成していることがある。

　各活動期の岩脈の貫入方向は広域的に一様であり，それは岩脈貫入時の広域的造構応力場

を反映している。岩脈の貫入方向から推察される水平最大圧縮主軸の方向は策1期：東西，

第II期から第IV期：南北，第V期：東西となり，古応力場に変換があったことは明らかであ

る。
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ExPLANATloN　oF　PLATE　I

FIG．1

FiG，2

FIG，3

Contact　between　hornblende・gabbro　and　biotite・cummingtonite・quartz

diorite（bottom）．　Grain・size　of　hornblende・gabbro　decreases　toward　the

contact　with　the　quartz　diorite．　The　Tanoura　Peninsulaゴ

　Rhythmic　alternation　layers　in　hornblende・gabbro．　The　Tanoura

Peninsula．

Agmatitic　structure　in　biotite・hornblende・quartz　diorite．　Tlle　individual

blocks　of　dark　coloured　facies　enclosed　by　light　coloured　tonalitic　facies

show　angular　form．　The　Tanoura　Peninsula．

ExPLANATIoN　oF　PLATE　II

FIG．1

FI（；，2

FI（；．3

Gneissosity　defined　by　the　preferred　orientation　of　aggregates　of　biotite

and　hornblellde（up　to　1．5　cm　in　size）observed　on　the　weathered　surface

of　hornblende・biotite・granodiorite．　A　coastal　exposure　near　lwaya，

　Clots　and　schlierens　of　biotite　in　biotite・ada：nellite（type　II）　of　the

Shodoshima　Adamellite．　South　of　Fukuda．

Gneissosity　running　across　the　mutural　junction　between　hornblende・

biotite・granodiorite（right）　and　biotite・adamellie　of　tlle　Yoshino

Granodiorite．　Black　arrow　indicates　the　direction　of　gneissosity．

Shioyahana　in　the　Tanoura　Peninsula．

ExPLANATIoN　oF　PLATE　III

FIG，1

FIG，2

Gneissosity　running　across　the　mutural　junction　between　an　irregular

shaped　dyke　of　biotite・tonalite　and　hornblende・biotite・granodiorite，　The

orientation　of　lenticular　dark　inclusions　in　the　biotite。tonalite　dyke　also

paraUels　to　the　direction　of　gneissosity　indicated　by　a　hammer．　Gamano，

Abasic・acid　composite　dyke　of　the　seco竃ld　generation　cutting　a　basic・

acid　composite　dyke　and　some　basic　single　dykes　of　the　first　generation，

The　surroundings　of　the　dykes：hornblende・biotite・granodiorite．　The

Tanoura　Peninsula．

ExPLANATIoN　oF　PLATE　IV

FIG，1

FIG．2

FIG．3

Anon・porphyritic　basic・porphyritic　basic　composite　dyke　of　the　third

generation（1eft）cutting　a　basic　dyke　of　the　first　generation，　The　sur・

roundings　of　the　dykes：hornblende・biotite・granodiorite．　The　Tanoura

Peninsula．

Basic　dyke　of　the　second　generation　showing　synplutonism．　Quartz・

feldspathic　vein　cuts　the　dyke．　The　surroundings　of　the　dyke：biotite・

hornblende・quartz　diorite，　The　Tanoura　Peninsula．

Basic　dyke　of　the　first　generation　dismembered　by　injection　of　plutonic

material　from　hornblende・biotite・・granodiorite，　The　plutonic　material

penetrates　the　chilled　margins　of　basic　dyke．　The　Tanoura　Peninsula．

■
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ExPLANATIoN　oF　PLATE　V

FiC；．1

FIG．2

FIG，3

Basic　dyke　of　the　first　generation　dismembered　by　injection　of　plutonic

material（type　B・injection），　The　plutonic　injection　veinlets　are　more

leucocratic　than　the　surrounding　plutonic　host．　Kuga，

Basic　dyke　of　the　first　generation　closely　packed　and　partialy　insinuat・

ed　inward　by　narrow　veins　of　fine・grained　and　leucocratic　plutonic

material（type　C・injection）．　The　surroundings　of　the　dyke：biotite・

hornblende・quartz　diorite．　The　Tanoura　Peninsula．

Basic　dyke　of　the　first　generation　showing　a　typical　net・veined　structure

which　consists　of　a　network，　of　tonalite　veins．　The　surroundings　of　the

dyke：biotite・hornblende・quartz　diorite．　The　Tanoura　Peninsula．

ExPLANATIoN　oF　PLATE　VI

FIG．1

F！G，2

FIG．3

Basic・acid　composite　dyke　of　the　first　generation　injected　by　plutonic

material　issuing　from　the　surrounding　biotite・homblende・granodiorite．

Note　that　the　injection　vein（1）penetrates　basic　margin（B），　but　does　not

acid　center（A）．　The　Tanoura　Peninsula．

　Basic　dyke　of　the　third　generation　injected　by　aplitic　vein　outlining

S・foli．ation．　　The　surroundings　of　the　dyke　：hornblende・biotite・

granodiortie．　North　of　Yoshino．

Athin　vein　ramified　from　hornblende・gabbro　mass　penetrating　dark

inclusions　enclosed　in　biotite・cummingtonite・quartz　diorite（See　white

arrows）．　The　Tanoura　Peninsula．

ExPLANATIoN　oF　PLATE　VII

FIG，1

F：G．2

Biotite・cummingtonite・quartz　diorite（QD2）truncating　basic　dykes　of　the

first　generation　which　intruded　into　leucocratic　biotite・adamellite（LA）．

The　basic　dykes　are　cut　by　plutonic　materials　issuing　from　the　Ieuco・

cratic　biotite・adamellite．　E・W・trending　gneissosity　runs　across　the

contacts　between　the　biotite・cummingtonite・quartz　diorite　and　leuco・

cratic　biotite・adamellite（See　vermicular　symboles）．　Arrow　indicates　a

direction　of　alignment　of　dark　inclusions　in　the　quartz　diorite．　The

Tanoura　Peninsula，

　Photograph　showing　that　hornblende・biotite・tonalite　emplaced　into

biotite・hornblende・quartz　diorite　after　the　emplacement　of　basic　dykes

of　the　second　generation　and　before　the　formation　of　E・W・trending

gneissosity．　In　the　bottom　left　of　photograph，　a　fragment　consisting　of

the　biotite・hornblende・quartz　diorite　and　basic　dyke・rock　is　completely

enclosed　by　the　hornblende・biotite・tonalite．　The　Tanoura　Peninsula．

，
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ExPLANATIoN　oF　PLATE　VIIi

FIG，1

FIG，2

FIG，3

　Biotite・tonalite　injecting　into　basic　dyke　of　the　second　generation　ill

biotite・hornb】ende・quartz　diorite．　Gneissosity　is　strongly　developed　into

only　the　biotite・tonalite．　The　Tanoura　Peninsula．

Adyke　of　biotite・tonalite　enclosing　fragments　of　homblende・biotite・

granodiorite．　Gamano．

　Detail　photograph　showing　intrusive　relation　between　hornblende・

biotite・granodiorite　of　the　Yoshino　Granodiorite　and　biotite・adame11ite

（type　I）of　the　Shodoshima　Adamellite（1eft），　The　latter　cuts　gneissosity

of　the　former．

Along　the　mutural　contact　align　biotite　flakes．　A　coastal　exposure

about　1500m　north　of　Iwaya．

ExPLANATloN　oF　PLATE　IX

FIG．1

FIG．2

　Photograph　showing　basic　dyke　of　the　second　generation　largely

meandering　in　hornblende・biotite・granodiorite．　The　Tanoura　Peninsula．

　Issolated　tabular　bodies　of　basic　dyke　of　the　first　generation　in

hornblende・biotite・granodiorite．　These　bodies　originally　intruded　as

dykes　into　the　surrounding　granodiorite，　Ookushi．

隔
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